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5月号をお届けするにあたって 

向暑の候となりました。今年は猛暑の予想もあるそうで、読者各位も健康に気をつけてお過ごし下さい。 

本号では先ず「新年度事業方針」を校條会長よりお伝えいたします。社会情勢や市場が急速に変化していく中で、

協会としての目指す方向や革新について詳しく述べさせていただきました。 

3月号に引き続いて「欧州のトーンマイスター教育について（2）」を長江先生に寄稿いただきました。 

特集は「ミュンヘン・ハイエンドショー2016」です。例年の森氏に加え、D&Mの山内氏、パナソニックの

井谷氏から報告をいただきました。欧州でもアナログプレーヤーや配信音源の人気が盛り上がっているようで、

ここ数年とは少し違った雰囲気を感じていただけるかもしれません。 

連載の「ハイレゾ機器解説」はバランス駆動型ヘッドホンや11.2M DSDに対応したヘッドホンアンプについて、

フォステクスの山口氏に寄稿いただきました。同じく連載の「NHラボセミナー」は第 3 回、「建築音響の現場

とスピーカー音質に関する測定結果」を風間氏に寄稿いただきました。もう一つの連載は「一録音エンジニアの

回顧録」で、デジタル録音導入期に活躍された穴澤氏に黎明期のエピソードなどを語っていただきました。 

円盤から磁気テープの時代を通じて、録音機の発展に大きな足跡を残された阿部美春氏が亡くなられて3年が

経ちましたが、氏が長期にわたって JAS ジャーナルに連載された「テープ録音機物語」が単行本としてまとまり

ました。書籍化は生前の氏の希望であり、ご家族も強く望まれておりましたが、このたび出版されることとなり

ました。阿部氏と親交が深く「テープ録音機物語」の連載も推進された、元協会専務理事の藤本氏に「オーディオの

レジェンド」として阿部氏を偲んでの一文を寄せていただきました。出版案内と合わせてお読みいただければと

思います。 

☆☆☆ 編集委員 ☆☆☆ 

（委員長）君塚 雅憲（東京藝術大学） 

（委員）穴澤 健明・稲生 眞（（株）永田音響設計）・遠藤 真（NTTエレクトロニクス（株）） 

大久保 洋幸（（一財）NHKエンジニアリングシステム）・髙松 重治・春井 正徳（パナソニック（株））・森 芳久 

八重口 能孝（パイオニア・オンキヨー（株））・山内 慎一（（株）ディーアンドエムホールディングス）・山﨑 芳男（早稲田大学） 
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はじめに  

日本オーディオ協会は 1952 年設立以来、今年で 64 年を迎え、いよいよ来年は 65 年の節目を

迎えます。そして「ハイレゾ・オーディオ（サウンド）」（以下ハイレゾ）も導入以来満二年を経ま

した。お陰様でハイレゾは順調に普及していることと、結果的に JAS 正会員も 57 社（2016 年

4/25 現在）となり 36 社増（2014 年 6 月時 21 社）の大幅な増加を見ることが出来ました。 

一方、国内経済状況は成長の要である“アベノミクス第三の矢”は依然飛ばずの感が強く消費

性向は悪化しています。オーディオ業界動向もハイレゾ商品は堅調ですが、大型商品市況は苦戦

しており、このままでは全体経済状況以上に不況市場として埋没しかねません。 

この様な状況下において日本オーディオ協会は今年度から活動を“啓発主体”から“行動主体”

として“市場創造”を、背水の陣で取り組みます。我々が長年目指してきた「オーディオファン層の

育成・醸成」が機能しているとは言えず、結果的に健全なオーディオ人口の停滞を招いていると

言わざるを得ません。 

国内経済は人口減少が加速度的に進み、平成 37 年度には約 740 万人（平成 27 年比：総務省統計局

人口推計から）も減少すると言われています。しかもそれは、生産年齢と言われる 15 歳～64 歳の

減少であり、このままではまさに「オーディオは年寄りの道楽」となりかねず喫緊の課題と言えます。 

新年度に際し、私達が取り組むべき課題は、日本オーディオ協会の進むべき方向を明確にし、

総力を挙げて“新しい市場”を切り拓くしか道はないと考えます。 

このために異例ではありますが去る 4 月 27 日の記者発表内容（理事会承認済み）を基本に「JAS

ジャーナル」紙上にて以下の重要な視点と考え方、具体的計画を共有化したいと考え提起します。 

 

「第 1 章：国内オーディオ業界を取り巻く情勢」 

「第 2 章：国内経済 消費動向予測」 

「第 3 章：日本オーディオ協会 平成 28 年度事業計画」 

「第 4 章：組織と各委員会等の具体的活動内容」  

 

■ 第 1 章 国内オーディオ業界を取り巻く情勢 

＜ホームオーディオの世界＞（発表会資料 表‐1 参照） 

（1） 2015 年暦年のホームオーディオの出荷金額は 2,185 億円（前年比 91.9％）。同様、出荷台数

は 895 万 4 千台（前年比 74％）となりました。「ヘッドホン・イヤホン」の出荷台数が

不明確で台数に入っていないことは考慮するにしても、ここでの問題認識は総出荷台数の

大幅減少です。前年比較ベースは同じですので確実に台数減となっており、理由なき単価

上昇では問題解決にはなりません。 

革新的市場創造で臨む、新年度事業方針 

一般社団法人 日本オーディオ協会 

会長 校條 亮治 
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（2） カテゴリー別金額構成比では「ヘッドホン・イヤホン」が 396 億円（18.1％）と一大

カテゴリリーに成長したことは意義あることです。一方でオーディオ試聴スタイルから

見たとき将来に懸念がないとは言えません。「ヘッドホン・イヤホン」試聴における音像定位

問題等解決すべき課題もあります。 

（3） 音源におけるメディアチェンジの進行が確実に動き出しています。CD 市場がソフト・ハード

を問わず確実に減少してきました。ハードに於いては大手メーカーの撤退もあり、今後は

加速度的に進むものと思われます。 

（4） カテゴリー構成の推移は下記の通りです。（発表会資料 表‐2、3 参照） 

① 市場はさらなるパーソナルユース化しています。 

② ヘッドホン・イヤホンが一大カテゴリーに成長、今後も伸長が予想されます。 

③ 据え置き型カテゴリーはほぼ一定化していますが対応次第で減少の可能性があります。 

④ アナログプレーヤーは若者にも注目されていますがコンテンツ不足の感もあることと

マスコミ先行の懸念があります。因みに 2015 歴年新譜数は 179 タイトルに過ぎません。

（2015 暦年全新譜数 15,980 タイトル）・生産枚数は 1,175 千枚程度です。またプレーヤー

の販売台数は極めて低価格な製品を除き 23,000 台程度と思われます。 

⑤ オーディオ製品として複合商品であるスマホによるハイレゾ試聴状況調査が必要です。 

 

 

  

 

発表会資料 表‐1 

発表会資料 表‐2              発表会資料 表‐3 
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＜カーオーディオの世界＞（発表会資料 表‐4 参照） 

（1） 国内カーオーディオ市場は車両自体の販売台数減少に大きく影響を受けています。因みに

国内新車販売台数は 1996 年度 729 万台（軽含む）であったが 2000 年度 597 万台（81.9% 

- 1996 年比）、2015 年度 494 万台（67.7% - 1996 年比）と減少しています。この間、国内

カーオーディオ販売台数は 2000 年暦年 1321 万 1 千台であったが 2015 暦年 895 万 4 千台

（67.7% - 2000 年比）となりました。これはカーオーディオ市場ではライン純正品比率が

増えたことと、商品の複合化によるものと考えられます。しかし、販売金額では 2000 歴年

4961 億円が 2015 暦年 には 5411 億円（109.1%）と増えています。つまり台数減少を

メディアチェンジと複合化による高級化で乗り切ってきたことが理解できます。 

（2） カーオーディオ市場にもメディアチェンジの波が押し寄せつつあります。確実に CD

プレーヤーが減少しており、ナビゲーションへの複合化であると短絡的の決め込みは危険

であると言わざるを得ません。 

 

発表会資料 表‐4 

 

＜ハイレゾ普及状況＞（発表会資料 表‐5 参照） 

（1） ハイレゾ対象商品の普及が着実に進んでいます。2014 年 6 月 12 日に「ハイレゾ・オーディオ

（サウンド）」を発表し、2 年になろうとしていますが着実に拡大普及しています。海外

企業の日本法人の入会、及び CTA 会員の参入、コンテンツ企業、DEG 会員（デジタル・

エンターテインメント・グループ）を含め既に 80 社が参入しています。また、ハイレゾ機器

商品品目別台数においても 650 機種を超えています。推計ですが主要オーディオ機器に

おける 3 割程度が「ハイレゾ化」されたものと考えます。 
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発表会資料 表‐5 

 

＜音楽産業業界＞（発表会資料 表‐6、7、8） 

（1） 再生音楽産業：依然として長期低落状況に変わりはありません。 

金額でこそかろうじて微増となりましたが「カバーバージョン」、「アルバム」等の発売に

より維持されたものと思われます。 

（2） 最近注目されているアナログレコードの生産枚数は 1175 千枚（対全生産枚数比 0.52％）、

新譜発売タイトル数は 179 タイトルであり、マスコミ先行現象ともいえるが注視はしたい。 

 

発表会資料 表‐6（日本レコード協会資料より） 
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（3） 有料配信量は１億 7800 万回（対前年比 90.4％）と減少したが、金額は 471 億円（対前年比

107.8％）と増大しました。着メロ時代と比較するべくもなく数量、金額とも大幅な減少を

招いていますがハイレゾ配信の拡大化と楽曲アルバム化により、順調に拡大していくと

思われます。 

 

発表会資料 表‐7（日本レコード協会資料より） 

 

（4） ライブコンサートは絶好調で続伸中です。これは AKB に代表されるような身近なアイドル

によるライブが好調なことと、シニア時代への展開強化、アニメ等極めて広範囲に展開し

ていることが効果的であることを物語っています。音楽産業が停滞していることは絶対に

ありません。これから言えることは私達の情報を確実に届けるには顧客セグメンテーション

が不可欠と思われます。 

ライブコンサート入場者数推移 

 

発表会資料 表‐8（日本コンサートプロモーター協会資料より） 
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ライブコンサート年間売上額推移 

 

発表会資料 表‐9（日本コンサートプロモーターズ協会資料より） 

 

■ オーディオ試聴スタイルと機器の関係を考察する。 

以上が国内オーディオ業界を取り巻く情勢です。ここでは捉えていませんが「スマートホン」に

よる音楽試聴も取り込んだとき、ヘッドホンの伸長状況を見れば決してオーディオ業界が疲弊化

しているとは言えません。私たちが従来から捉えてきたオーディオ試聴スタイルと機器の在り方

が消費者志向とマッチしていないだけともいえます。因みに 2015 年度のスマートホン契約件数

はおよそ 6,900 万台（MM 総研調べ）であり、仮にこの内 1 割が音楽試聴用に使用されていると

仮定すれば 2015 暦年の総出荷台数は 1585 万 4 千台と一気に増えます。これらを注意深く考察

しながら次期戦略を検討することになります。 

 

■ 第二章 国内経済 消費動向予測  

1. 主要経済予測から読み解けるもの（発表会資料 表‐10） 

（1） 国内マクロ経済は年初来の株安、円高の影響と中国経済の鈍化による足踏み、停滞が続く

のではないかと見えます。今年は「伊勢志摩サミット」があり、G7 の首脳が集まりますが日本

政府の描く協調財政出動による景気刺激策でコミットするのは難しい状況となっています。

「アベノミクス成長戦略＝第三の矢」の中心となっている“一億総活躍社会創出プラン”も

具体的戦略が見えず、熊本大地震発生もあり復興先決となり厳しいと言わざるを得ません。 

（2） 消費税増税の行方は確定していませんが、現状では 10％への増税には懸念も感じます。

2014 年の増税インパクトは予想を超えて大きく、個人消費性向に与えたマイナス影響は

極めて大きかったといえます。表は 2017 年の増税効果を予測したものですが個人消費の

落ち込みは大きく現在実態からすればさらに落ち込む懸念があります。 

（3） 消費者物価は、日銀による日銀預かり金利マイナスというウルトラ策により、市中銀行

からの投資貸出しを増やし、結果的に消費拡大と物価上昇を狙いましたが、原油安もあり

効果が見えません。住宅投資が貸出金利低下で順調に推移しています。日銀はついに消費者
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物価目標の達成時期の再三延期をしました。 

（4） 完全失業率は最低水準で推移しています。有効求人倍率も 1.0 を超えており、一見すると

人手不足状態といえますが内情はそうとは言えません。若年層は売り手市場ですが中高齢者

は逆に買い手市場です。また東京一極状態であり地方の雇用状態は決して万全とは言えませ

ん。また、職種による需給バランスは極めてアンマッチング状態といえます。元はといえば

団塊世代の定年退職から始まった「人材不足」からきていることも見逃してはなりません。 

 

マクロ経済予測表 （日本総研 2016 年 4 月 5 日発表資料より） 

2018年 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度

7～9 10～12 1～3 4～6 7～9 10～12 1～3 4～6 7～9 10～12 1～3

（実績） （予測）

1.4 ▲1.1 0.4 0.2 1.8 2.1 3.1 ▲6.1 0.1 0.2 0.7 ▲1.0 0.7 0.9 ▲0.6

1.4 ▲3.4 1.9 ▲0.3 1.3 2.4 6.5 ▲13.3 1.2 0.6 0.8 ▲2.9 ▲0.4 0.9 ▲1.7

6.6 ▲4.7 0.0 3.6 4.7 6.3 5.8 ▲20.9 ▲12.2 ▲1.0 3.5 ▲11.7 2.5 2.7 ▲6.0

3.0 6.3 0.5 1.9 3.0 3.2 6.3 ▲5.1 0.8 2.8 2.9 0.1 2.1 2.9 1

▲0.7 ▲0.2 ▲0.6 0.0 0.6 0.4 ▲0.8 1.3 ▲0.6 ▲0.2 0.0 0.6 0.3 ▲0.1 0.1

0.8 2.4 0.4 0.5 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.1 1.4 0.8 0.6

▲8.1 ▲12.7 ▲0.8 2.6 4.9 3.2 1.8 0.9 0.0 ▲11.2 ▲8.7 ▲2.6 ▲2.1 0.3 ▲1.2

0.8 0.6 ▲0.4 ▲0.3 ▲0.7 ▲0.8 ▲1.4 1.7 0.0 0.0 ▲0.2 0.6 0.1 ▲0.4 0.1

10.9 ▲3.3 1.3 2.9 3.1 3.4 2.9 2.8 3.1 3.3 3.3 7.8 0.3 2.4 3

5.2 ▲5.6 3.7 4.9 6.9 7.6 10.2 ▲5.8 2.8 3 4.1 3.3 ▲0.1 4.4 2.8

3.5 2.1 1.1 1.2 0.9 1.6 2 1.1 0.9 0.8 0.3 1.5 2.2 1.4 0.8

1.8 1.5 1.2 0.9 0.5 0.6 0.0 1.0 1.2 1.5 1.7 2.5 1.5 0.5 1.3

▲0.1 0.0 0.0 0.3 0.6 0.8 1.3 2.4 2.5 2.6 2.6 2.8 0.0 0.7 2.5

▲0.1 0.0 0.0 0.3 0.6 0.8 1.3 1.4 1.5 1.6 1.6 2.8 0.0 0.7 2.5

▲0.4 ▲0.6 ▲2.2 1.2 3.2 3.3 5.5 1.4 1.4 1 1.5 ▲0.5 ▲0.9 3.3 1.3

3.4 3.3 3.2 3.2 3.2 3.1 3.1 3.1 3.1 3.1 3.1 3.5 3.3 3.2 3.1

4.90 3.56 3.95 2.27 3.85 1.74 3.94 2.52 3.35 1.88 3.76 7.93 16.17 11.79 11.51

4.0 2.7 3.2 1.8 3.1 1.3 3.1 2 2.7 1.4 2.9 1.6 3.2 2.3 2.2

122 121 115 113 115 113 111 109 107 106 106 110 120 113 107

58 46 34 40 43 49 54 56 58 60 62 91 49 47 59

（実績） （予測）

鉱工業生産

完全失業率（％）

経常収支（兆円）

対名目GDP比（％）

円ドル相場（円/$）

原油輸入価格＄/バレル

輸出

輸入

名目GDP

GDPデフレーター

消費者物価（除生鮮）

（除生鮮、消費税）

住宅投資

設備投資

在庫投資（寄与度）

政府消費

公共投資

純輸出（寄与度）

2015年 2016年 2017年

実質GDP

個人消費

 

発表会資料 表‐10 

 

2. 個人消費性向から消費スタイルを読み解く（発表会資料 表‐11、12） 

（1） 消費増税が個人消費に大きく影響したことはグラフから見ても否めない事実です。駆け込み

需要の反動との見方もありますが、未だに復調の兆しが浅いことを見ると円安による輸入

消費財や食品の値上げと不安感増大で節約志向が高まっていると思われます。 

（2） 個人消費が今一つ盛り上がらない要因は実質賃金が上がっていないことです。官製賃上げ

が二年続きましたが今年の賃上げ率は昨年を下回りました。国内賃上げ動向を引っ張って

いるトヨタの労使交渉においても経営側に「潮目は変わった」と言わしめるなど厳しい

実態であったといえます。 

（3） 現在、消費者の周りにはすでに飽和状況ともいわれるほどモノは溢れており、画期的に

生活の質的向上を促す価値がなければ消費行動に繋がらないといえます。特にモノではなく

教育、資格、食事、文化、芸術、旅行、ファッション等に向かっているといえます。 
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（4） 消費行動は原体験に基づくものと異次元体験に基づくものとの両面があります。女性と

若年層の消費行動に定義はありません。（直感、カッコ良さ、今ほしい、探していたもの） 

 

発表会資料 表‐11 

 

 

発表会資料 表‐12 

 

3. 消費動向事例のいろいろ（発表会資料 表‐13） 

次に示している事例写真はそれぞれヒットした商品と事象です。何を示しているのかを是非読者

の皆様で考えてみてください。 

（1） 商品のヒットは「顧客インサイト」が鍵です。 

（2） ターゲットは「大勢に」ではなく「貴方のために」です。 
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発表会資料 表‐13 

 

4. 人口動態予測から解く将来展望（発表会資料 表‐14） 

（1） 人口減少が経済活動に与える影響は絶大です。これまで歴史上で人口減少が起きた上で

経済発展を遂げた国は無いと言われています。総務省統計局人口推計では我が国は既に

平成 20 年にピークを迎えており、平成 37 年には 1 億 2 千 65 万 9 千人（▲739 万 8 千人：

対平成 27 年比）になると言われています。これはほぼ 5 歳年代が消えることになり、経済

に影響が出ない訳がありません。 

（2） 人口減少は主に 14 歳～64 歳の生産年齢層で起きます。これは少子化で 0 歳～14 歳の

年少人口が年齢別平均人口より少なくなっていることが要因です。一方で、高年齢層は

間違いなく純減していきますが人口全体に占める構成比は長寿化の結果、一気に上がります。

この結果社会費用が膨らみ日本経済にとっては大きなリスクとなります。 

（3） 平均寿命が世界一であることは何を意味しているのか。我が国は世界一の長寿国です。

（男 80.5歳、女 86.8歳）また、健康寿命も世界一です（男 70.4歳、女 73.6歳）健康寿命とは

他人に助けを借りなくても日常生活が出来る事を指します。つまり平均寿命と健康寿命の

差である約 10 年は社会的コストが大きく増えることを意味します。このことから定年が

65 歳に延長されたとしても 70 歳以降も国民は何らかの社会的生産活動に参加をしなくて

はいけないことを物語っています。 

（4） 個人消費を上げるには若年層の消費購買力を上げることが最も重要であることは言うまでも

ありません。しかし、一方で高齢者を社会的コストにさせないで元気なうちは働いてもらい

購買消費活動に参加してもらうことが重用と言えます。それには社会的不安要素を取り

除くこと、高齢者にとって魅力的な消費商品を創ることが重用と言えます。音楽産業や

オーディオ産業はその代表と言えます。 
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発表会資料 表‐14 

 

 

発表会資料 表‐15 

 

■ 第三章 日本オーディオ協会 平成 28 年度事業計画 

1. 基本的な考え方と考察視点 

「はじめに」の項で述べたように事業計画を策定するに際し、これまでの事業の洗い直しに着手

しました。その考察の視点は第一章における業界動向分析、第二章におけるマクロ経済と消費動向

分析をベースに、さらに具体的な考察視点として以下の 3 点を基に基本政策を組み立てています。 
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（1） これまでの「オーディオ・ホームシアター展」で得られたアンケート分析結果と、国内

オーディオ市場に対する私達の政策が乖離していたことです。若年層及び女性層並びに

新規顧客層開発が逆行していること。 

（2） ハイレゾ・オーディオの導入から２年弱を経過しましたが、その認知並びに普及進度が

一般市場に於いては停滞していること。 

（3） 私達を取り巻く環境情勢分析からこのままでは近い将来に大きな禍根を残すこと等を認識

しました。 

このことから事業計画全体を改革することが急務であると確信するに至りました。そして、

その方向性は、直近対応すべきことに置き、ビジョンの達成については大上段を振りかざすのでは

なく、結果的に直近対応するべきことの進捗に伴い、ビジョンは必然的に達成できるものである

と決定しました。以下表‐16 に基本方針と基本戦略を示します。 

 

発表資料 表‐16 

 

2. 基本方針：「国内における新たなオーディオ市場の創造を図る」 

国内オーディオ市場は、1,986年の約7千億円の出荷金額をピークに今や1/3まで縮小しました。

この間、携帯音楽プレーヤーの登場により多少のフォーマットやメディア変化はありましたが

基本的には CD を基本としたパッケージメディア中心の市場であったといえます。その CD も

そろそろ終焉を迎えようとしています。つまり CD を基本としたパッケージから配信というノン

パッケージへのメディアチェンジが今起きようとしています。この大きな変遷期を見過ごしたり、

しり込みをするのではなく、協会としては単なる啓発団体ではなく積極的に活かすことが絶対

必要であると考えています。ハイレゾと配信オーディオを産業政策として捉え、この組み合わせ

による新たなオーディオ市場を創造することを基本方針としました。 
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3. 基本戦略 

3.1. ハイレゾによる新たなオーディオシーンを創造する。（発表会資料 表‐17 参照） 

（1） ハイレゾ新カテゴリー商品開発への啓発と訴求 

ハイレゾは従来のオーディオカテゴリーを超える可能性を秘めています。課題解決への研究と

開発を強化することにより、これまでの概念や枠組みに縛られることがない、全く新たな

オーディオ商品を誕生させることができます。このために協会は提言と訴求に努めます。 

（2） 現状カテゴリーのハイレゾ化による市場創造をする。 

現状のオーディオ再生機器をハイレゾ化することにより、新たなハイレゾ市場が出現します。

積極的な会員企業の開発と商品化に向け提言、啓発を行います。また両輪となるコンテンツ

ソフト産業への要請と協働に取り組みます。 

（3） ハイレゾは基よりアナログ、ピュアを含む試聴スタイル多様化による市場創造を図る。 

これまでの試聴スタイルの画一化ではなく、多様化によりそれぞれのスタイルに合った必要

機器が生まれます。また、それはハイレゾに限ることなくアナログやピュアオーディオの

世界においても多様化が可能です。 

 

3.2. 四つの事業軸と顧客セグメンテーションによる市場創造。（発表会資料 表‐18 参照） 

（1） アナログからハイレゾまでの融合化を目指す。 

オーディオ再生においてはアナログとハイレゾは別物としていずれかを排他するものではあり

ません。それぞれの特徴を生かし試聴スタイルや嗜好によって活用すれば良いと考えます。 

（2） モバイルからカー、ホームまでの試聴スタイルの融合化を目指す。 

それぞれ顧客の生活スタイルによって試聴シーンは変わります。しかし顧客にとっては

どのような試聴スタイルにおいても好きな音楽を聴きたいという欲望はあるはずです。

それに見合う再生機器の開発が望まれます。モバイルでは既にスマートホンやタブレット

で実用化がされています。この流れはさらにドライブされていくものと考えます。 

（3） オーディオからビジュアルまでの融合を目指す。 

ビジュアルの世界では既に高精細大画面テレビの登場が成って久しいと言えます。その

流れはさらに高精細化 4K テレビや 8K の登場となり、小型化に於いても 4K 対応スマホ

の登場となっています。当然それらに対する音についても高音質でなければなりません。

この様にオーディオとビジュアルは極めて深い関係と言え、そこにはさらなる市場が

生まれるはずです。 

（4） ビギナーからマニアまでの融合化を目指す。 

誰しもが初めからマニアであった訳ではありません。不幸なことに国内オーディオ市場は

流通の在り方を含めマニアとビギナーに 2 極化した状態と言えます。この結果、お互いを

認めず、互いに非難をする極めて歪な状態と言えます。これでは市場は疲弊化し、新たな

オーディオファン層は生まれません。オーディオの楽しさを伝え、新たなオーディオファン

を醸成してこそ市場創造と言えます。日本オーディオ協会はこの問題にも先頭に立って

新たな顧客接点を構築する考えです。 
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発表会資料 表‐17 

 

発表会資料 表‐18 

以上の如く明確な事業軸とそれに合った顧客層セグメンテーションをした事業展開を行います。

当然、新たな顧客接点となる催事や店頭などのプロモーションは顧客セグメンテーション

と共に顧客インサイトと言われる深堀を行うよう啓発していきます。 

（5） 新たな「オーディオの季節」を構築する。 

これまで音楽、オーディオと言えば秋の季節の代名詞とも言われてきました。しかし、以前は

確実に「春商戦」と言われる季節需要があったのは事実です。因みに 2000 暦年と 2015 暦年

で当時の出荷金額比較を比較した表が以下のものです。 
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比較年度

季節 春 秋 春 秋 春 秋

出荷金額 694億円 616億円 336億円 395億円 120億円 140億円

年間構成比 18.3% 16.30% 16.0% 18.8% 15.4% 17.9%

春対秋比率 53% 47.0% 46.0% 54.0% 46.2% 53.8%

2000年 2008年 2015年

国内オーディオ市場季節別比較表（春：3月＋4月　秋：10月＋11月）JAS調査

 

表‐19 

 

オーディオ自体の位置づけが当時とは違うことは当然ですが、市場が春秋で逆転していること

が判ります。最大の要因は当時のオーディオの「新入学お祝い需要」が無くなったことが

大きいと言えます。また、オーディオ商品のコモディティー化による流通における量販店

比率の拡大もあります。さらにはメーカー自体の秋冬中心の新商品発売時期の問題もあり

ます。しかし、一方でサラリーマンにおける一時金（ボーナス）は今や年間を通して春の

賃金交渉で決まっています。また、ゴールデンウィークと呼ばれる連続休日は、4 月 29 日

が昭和の日に代わり、本来 5 月 1 日に行われるはずのメーデー催事が前倒しで行われるな

ど、この期間は一層の連休化が進みました。このことからもカーオーディオを含むアウト

ドア需要は圧倒的に春から夏です。この様にアウトドア需要を取り込むことも考えれば

オーディオ需要は秋だけと決め付ける必要はありません。 

また、2020 年 7 月には「東京オリンピック」が開催されます。このオリンピック需要に

対応するためにも今から春需要取り込みへの仕掛けが必要と言えます。この様な視点から

日本オーディオ協会は「オーディオの春」市場構築を目指します。 

 

3.3. 新たな顧客接点を構築する。（発表会資料 表‐20、21 参照） 

新たな市場を創造するには、新たな顧客接点を構築しなければなりません。日本オーディオ協会は

メーカーではありませんし、販売事業者でもありません。しかし、現在日本オーディオ協会が

持っている顧客接点は戦略を変更する以上は見直す必要があります。また、日本オーディオ協会

として直接対応しなくても間接的に啓発することにより、新たな顧客接点に発展する可能性も

あります。これらを十分に考察し、先ずは日本オーディオ協会自身が着手できる顧客接点の見直し

をすることにしました。 

（1） 「オーディオ・ホームシアター展」を改廃し、全く新たな「OTOTEN」を開催する。 

これまで、10 月にお台場で開催してきた「オーディオ・ホームシアター展」について、

来場者アンケート分析、及び出展社アンケート分析等の結果と、他関係者の意見を集約し、

組織内にて慎重に検討してきた結果、日本オーディオ協会の戦略的政策として抜本的に

見直し、戦略に合致させることとしました。それは「時期の変更＝秋から春へ」、

「場所の変更＝顧客を集めるから個客のいる場所へ」、「顧客の変更＝ハード志向から音楽

リスナーへ」、「内容変更＝商品説明から顧客参加型リスニングジャーニーへ」の 4 つの

変更を基本に「市場創造展示会」の開催を目指します。 
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（2） 地方展示会への支援を進め、点から線へ、線から面への展開強化により市場創造を図る。 

これまで日本オーディオ協会は公益法人という立場から各地方販売店が主催する「オーディオ

フェア」を支援することは遠慮してきました。しかし、各地方フェアの名称も「流通の

冠フェア」ではなく「エリア名フェア」に変わってきました。そしてこれは単に売上至上

主義だけではない文化創造の面も取り入れられるようになっており、日本オーディオ協会

として積極的に支援の方向に舵を切ることにしました。勿論、主催する流通側との協議と

了解が欠かせません。また一定のルール化も必要であり、今後実務的な詰めを進めます。 

（3） JAS カンファレンスと「音のサロン」秋バージョンの開催により市場創造を図る。 

戦略的政策である「OTOTEN」を春に移動させることによる秋の市場創造催事として「JAS

カンファレンス」、「音のサロン」を新たに開催します。新たな市場創造としての「OTOTEN」

では新しい顧客開発を中心に進めますが、これまでの「オーディオ・ホームシアター展」

を支えて頂いたお客様やマニア層も重要なお客様であり、しっかりとフォローをしていきます。

秋葉地区に於いて「技術的政策浸透と啓発」を基本に関係者向けの「カンファレンス」の

開催と、オーディオファン・マニア向けのハイクオリティーバージョン「音のサロン」、

及び実験的な女性及び入門者向けハイセンス「ミュージックラウンジ」の開催を進め、

深い市場創造を目指します。 

（4） JAS ジャーナルのオープン化 

JASジャーナルは日本オーディオ協会の技術機関誌として長く運営されてきました。しかし、

価値ある戦略的施策でありながら読者となる対象範囲は「会員」のみに限られてきました。

これでは、新たな市場創造には繋がりません。読者の拡大と、会員同士の双方向コミュニ

ケーションをめざし、今期より JAS ジャーナルの完全オープン化を目指します。 

 

発表会資料 表‐20 
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発表会資料 表‐21 

 

■ 第 4 章 組織と各委員会等の具体的活動内容 

 

発表会資料 表‐22 

1. 基本的な考え方 

日本オーディオ協会は、これまで設立趣意を大切にしつつ、多くの議論を進めてきました。

今期からさらに議論と改革のスピードを上げ「改革総仕上げの 2 年間」と位置付け、積み残して

きた課題に積極的に取り組むものとします。 

第一に、オーディオ協会が取り組むべき課題として「市場創造」を掲げます。日本オーディオ



 

 

 

 

19 

 

JAS Journal 2016 Vol.56 No.3（5 月号） 

協会はビジョンから見たとき「文化創造団体」いわゆる啓発団体としての位置づけが強いの

ですが新規会員増の入会動機及び要望から見ても抽象的ではなく、今一歩現実的な「市場創造」

に向かって活動するものとします。とりわけ国内における会員企業は勿論のこと、国内流通

においても「市場創造」が喫緊の課題であることは明白です。 

第二は、一方でオーディオの在り方について商業主義のみで結論付けるのは日本オーディオ

協会設立の趣意に反します。オーディオの本質を捉え、「あるべき姿」を徹底議論し、提案し

続けることが重要と考えます。 

 第三は、協会組織の在り方として、活動組織としての基本的な管理データ等の蓄積が必要

と考えます。市場創造とプロモーションの展開には指針となるデータがなくては仮説設定も

指針作りも出来ません。このために必要な条件構築に取り組むものとします。 

 第四は、これまでの個人的パーソナリティーに加え、新規会員を包含した組織運営が出来る

ように中期的視点で組織体制と消費税増に対応した会費基準の有るべき姿に取り組むものと

します。これは急激な会員増とその対応に追われ手つかずの状態になっており、喫緊の課題

といえます。 

 

2. 主な項目に対する考え方 

（1） 消費税問題検証 

2014 年 4 月 1 日より消費税はこれまでの 5.0％から 8.0％になりました。2017 年 4 月 1 日

には大きな経済的変動がなければ政府は 10.0％に引き上げることを表明しています。

前々期「中期事業計画最終年」に伴い会費見直しを行いましたことから前期は見直しせず

据え置くこととしました。一昨年から見ると消費税が倍増されることを考えたとき、

協会財政に与える影響を検証した上で見直しの可否の検討を行います。 

（2） 会員区分の見直し 

現在会員区分は、法人・個人も正会員及び賛助会員となっています。設定された当初の

目的と現状がそぐわなくなっていることも事実であり、見直しが必要となっています。

法人における現賛助会員の責任と義務について、法人正会員として新規入会会員との

ギャップが大きくその整合性について検討する必要があります。 

（3） 会費区分の見直し 

消費税問題の検討と共に、現状会費区分が粗過ぎることもあり、現実運用上の公正性と

一部会員企業への過大負担の問題が発生しており、見直しが必要になっています。また、

新規入会会員の増大に伴い、現状区分の適正性の検証が必要になっています。 

（4） 将来にわたる組織体制維持の在り方の検討 

現状は過去からの継承と属人的要素により、体制維持がされています。しかし将来に渡り

協会の継続的発展性を考えたとき、在るべき姿とは言えません。特に、新規会員が増え

ていることも考慮に入れて、公正性と責任性、及び的確性の 3 方面から役員の在り方、

役員の選出基準などの具体的な再構築が必要と考えます。 

（5） 新中期事業計画について 

前々期にて「中期事業計画」年度は終了しました。今期事業計画策定に際し、検証概要は
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「今期事業計画策定上の課題」として提起しています。細目は、各事業計画項目に落とし

込み、継続する事項と停止若しくは中止する事項に整理して事業計画としました。なお

「新中期事業計画」の策定は経済的変動要素が大きいことと、企業動向も新規会員増に

よる構成変動も大きく、「中期事業計画」の策定は当面行わず「ハイレゾ・オーディオ」

の普及拡大を基本に新市場創造に軸足を置いた事業計画とします。 

（6） ハイレゾ定義の整理と公開化、及びロゴ使用対策 

ハイレゾ・オーディオは導入以来、提案商品に対するハイレゾ認定とロゴ付与の承認に

時間を割かれ後追い状態となりました。この結果、新商品申請の度に定義を重ねる形と

なり複雑且つ一貫性に欠けるものとなっています。また、公表されている定義は当初の

基本定義のみであり、参入を検討する事業者から見れば極めて不親切なものとなっています。

さらに、ネットワーク・オーディオ委員会 WG に当初の承認業務を委ねましたが、

議論集約に時間がかかり閉塞状況となりました。 

これを解決するべく既に一部スタートしましたが、ネットワーク・オーディオ委員会への

委託中止とハイレゾ・ステアリングコミッティーの休止を行い、「ハイレゾ幹事会

（仮称）」での推進としました。これらは喫緊の課題であり、来期より正式組織として

「ハイレゾ推進会議」として臨むこととします。特に以下の 3 点を中心に取り組みます。 

① 定義問題の整理と公開化の検討 

② ロゴ使用要望事業者（内外）への条件整理と対応策の検討 

③ 普及啓発の推進 

 

3. 具体的事業計画 

＜特別会議＞ 

 所定課題に速やかに対応するために特別会議及び研究会として「ハイレゾ推進会議」、

「AV マーケティング研究会」、「組織・財政会議」を配置します。基本的に期間を限定しない

会議としますが、当面は来期を含む 2 年にわたり活動します。 

（1） ハイレゾ推進会議 

ネットワーク・オーディオ委員会が担当してきた（ハイレゾ技術 WG）（ハイレゾ定義 WG）

の業務は全て「ハイレゾ推進会議」に移管します。主な取り組みは以下の通りです。 

① 定義問題の整理と公開化の検討 

② ロゴ使用要望事業者（内外）への条件整理と対応策の検討 

③ 普及啓発の推進、他ハイレゾに関わる課題の解決 

（2） AV マーケティング研究会 

「A・V 環境改善・講座委員会」を廃止し、「AV マーケティング研究会」に業務移管を行い

ます。業務内容を整理し以下の通りとします。 

① 旧講座受講者のライセンス維持・整理 

② RTI（ルーム・チューニング・インストラクター）養成（不定期） 

③ 国内ホームシアター市場の研究と提案 

④ AV 商品の将来性の研究と提案 
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⑤ マーケティング視点でのハイレゾ市場の研究 

⑥ 展示会等でのセミナー企画と開催 

（3） 財政・組織検討会議 

役員、事務局長等経験者並びに理事会承認されたメンバーで構成し、会費・会員区分等の

在り方策定提案と新方式導入まで見届けるものとします。主要業務は以下の通りとします。 

① 中期的な財政構造の在り方検討と提案 

② 会費・会員区分の見直しと提案 

③ 役員選出の在り方検討と提案 

 

＜委員会＞ 

（1） 音の日委員会 

「音の匠・顕彰」と「学生による録音コンテスト」の 2 テーマに取り組みます。但し、

「音の匠・顕彰」では対象者の枯渇及び関係者固定化が課題となっています。 

「学生による録音コンテスト」は応募者の発掘困難と広がり不足があること、AES との

関係調整が必要となっています。 

 音の匠・顕彰：オーディオとの親和性を保ちながら異質・異能の対象者を発掘するために

以下の取り組みを行います。 

① 選出基準の再検討 

② 外部委員の委嘱検討 

③ 広報強化 

 学生による録音コンテスト：人脈的な推進から組織活動にすることが、応募者の発掘と

広がりある取組になると考えられ以下の取り組みを行います。 

① AES との共同企画の検討 

② 学校行事としてのスケジュール化 

③ 発表会の有効活用の検討（学生招待等） 

 

（2） ジャーナル編集委員会 

技術機関誌として 6 回／年発行しています。課題は記事収集及び編集、校正に大きな労力が

必要であること、読者数が限られており投資対効果に限界があること、「ハイレゾ・オーディオ」

導入による異業種新規会員が増え、オーディオ協会の活動全体が理解されていない事など

があります。今期はこれらの課題に対して、編集内容の検討を含め以下の取り組みを行います。 

① ジャーナルのオープン化の推進 

② 委員会・会議活動の定例掲載化 

③ 新規会員の紹介強化 

④ 会員相互のコミュニケーションツール機能の強化 

 

（3） 展示会実行委員会 

協会最大の「広報・啓発・プロモーション事業」の位置づけとして、総力を上げて企画開催
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します。これまでの「タイム 24 ビル」での取り組みが当初の成果を挙げられなかった

要因分析を真摯に行い、今期は全てをゼロベースで見直すこととします。 

特に「会場要因」も大きいと判断し、都心である「東京国際フォーラム」に会場を移すことと、

敢えて春開催を考えます。これは単なる商品展示会ではなく、「市場創造」を基本に

“一新”された「市場創造ショー」とし、以下の取り組みを行います。 

① 実行委員会の位置づけの明確化と一新 

② 市場創造に相応しい責任ある企画提案 

③ コンセプトとテーマ、キーフレーズづくり 

④ 開催進捗管理 

⑤ 財政の裏付け管理 

⑥ 出展社の勧誘活動他広報支援等 

 

（4） 音のサロン委員会 

昨年度参加企業のオープン化によりAV総合企業も参加した「ハイレゾ・オーディオ・セミナー」

も開催できるようになり PC オーディオセミナー時代を含め 13 回のセミナーを実施して

きました。一方、日本レコード協会と共催の「音のサロン・コンサート」は日比谷図書館

から数え 12 回に及んでいます。但し、当初目標からのズレもあり再度日本レコード協会との

調整が必要になっています。今期からは“良い音”と“ハイレゾ”普及に向けた取り組み

として、新規顧客の開発を基本にオーディオの楽しさを前面に出した「オーディオ今昔物語

“SP から配信まで”」や「出前コンサート」などの検討を進めます。 

特に、“音展 2016”が今期は無いことから秋に「音のサロン 2016」を「カンファレンス 2016」

と同時に開催することとし、以下の取り組みを行います。 

 音のサロン 

① 新展示会での「音のサロン」の企画・運営・開催 

② 日本レコード協会との共催コンサートの企画・運営・開催 

③ 秋の音のサロンの企画・運営・開催 

④ 地方等出前・音のサロンの企画・運営・開催 

 

（5） ネットワーク・オーディオ委員会 

ネットワーク・オーディオ委員会で注力してきたハイレゾ・オーディオの定義構築と技術的

解析業務は「ハイレゾ推進会議」に移管することにより委員会本来の業務に戻します。

ハイレゾ・オーディオはハードにおいては多様なカテゴリーの出現と、コンテンツの伝達

方法においては配信や放送等も予測されることから多様な使用シーンでの環境整備を中心に

推進します。特に新展示会及びカンファレンスにおいては音展実行委員会と協業して使用

シーンの提案や技術提案等以下の取り組みを行います。 

① ハイレゾを中心としたネットワーク・オーディオの世界をホームページにて提案していきます。 

② ハイレゾ・オーディオとネットワーク・オーディオに関する用語等認知策の環境整備

を行います。 
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③ 展示会、カンファレンス等での実演提案と技術セミナーの企画・運営・開催 

 

（6） カーオーディオ専門委員会 

カーオーディオのハイレゾ化と導入普及に取り組みます。前期より専門委員会を設置し、

定義の確立と自動車業界への提案に取り組んできましたが、今期は実践に結び付けるべく

以下の取り組みに注力します。 

① ハイレゾカーオーディオの定義の確立 

② 国内カーメーカーへの実装化の取り組み 

③ 展示会、カンファレンス等でのプロモーション、技術紹介等の企画・運用・開催 

 

（7） ヘッドホン委員会 

JEITA によるイヤホンの測定スタンダード化に対する普及認知並びに実践化への取り組み

を行います。また「頭内定位問題」とハイレゾリューションとマルチ時代に相応しい技術

課題の解明と改善に向けた活動を外部機関と共同で推進します。 

さらにヘッドホン市場の高音質化によりさらなる市場拡大の取り組みを行います。 

① 測定スタンダード化による普及認知、及び測定スキームの構築と実践活動 

② 頭内定位問題への取り組み 

③ 展示会等で新たなオーディオライフ提案の企画・運営・開催 

 

（8） 良い音委員会 

ハイレゾリューション・オーディオ導入により、産業政策的な面のみならず日本オーディオ

協会の設立趣意ともいえる「音質」という本質的な課題が明確化されました。 

また、これまでのフォーマットやコンテンツの在り方にも新たな提起もあり、その影響は

大であったと言えます。前期から「良い音」とは何か、その条件とはどのようなことか、

ハイレゾ・オーディオとの関係性はどのようなことか、について取り組んできました。

今期は「在るべき姿」についての纏めと提起をすることします。 

また、「良い音づくり」について飽くなき追及もする必要があり、音源開発、ソフト・ハード

の在り方研究にも拍車をかける必要があります。さらに、これらをHPや各試聴会への活用等

「AV マーケティング会議（マーケテイング会議兼任）」を通して広く浸透認知させる必要も

あります。 

一方、4K、8K テレビに相応しい音声信号の在り方についても進捗フォローを行って

いきます。また、協会保有のテスト音源についてもハイレゾリューションに相応しいか

見直しを検討します。注力するべき取り組みは以下の通りです。 

① 「良い音」の纏めと答申提言・認知強化 

② 良い音答申内容の具現に向けたに啓発と研究 

③ 良い音答申内容を判別できる人材づくりに向けたプログラム開発 

④ 良い音での音源作りと広報・認知活動 

⑤ 良い音に向けた伝送系の研究とハイレゾテスト音源（信号含む）制作の検討 
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＜その他事務局運営における留意点＞ 

（1） 理事会の強化 

理事会は、法律に従うところの「取締役会」であり総会に次ぐ決議機関となっています。

従って代理出席も認められておりません。出席はマストであり出席率の向上に努めます。

このため、日程と議題の事前徹底、持ち回り理事会の活用など工夫を図ります。なお、

定員割れについては「役員推薦委員会」の答申に基づき対応します。 

 

（2） 諮問委員の強化 

理事退任者の登用を図り諮問委員の増員、若しくは交代を図ります。特に外部関係機関

からも諮問委員の登用を検討します。 

 

（3） 事務局体制の強化 

前期一定の若返り化の目処は図られたので、今後は多能工化によるチーム力の向上に努めます。

期間的な業務の過負荷は期中においても随時外部対応で推進していきます。また、戦力不足の

基本は多能工化と考えますが、アウトソーシングとの組み合わせも推進します。 

 

（4） 協会運営上不可欠なデータ収集と分析 

ハイレゾ・オーディオ導入以来、市場での普及進捗とマーケティング進捗は協会業務を

推進する上で絶対条件と言えます。これに対する会員からの情報提供がなければ指針を

示すことも対策も打てません。会員には NDA 契約を前提に以下の内容の義務付けと協会

からのサービス機能の強化をするものとします。 

① ハイレゾ承認商品の出荷統計の提出 

② 国内オーディオ売上統計（一括可）の提出 

③ 国内オーディオ市場統計の精度向上と統計表の会員へのフィードバック 

 

（5） カンファレンスの開催 

展示会の春への移行に伴い、秋での「カンファレンス」開催を企画します。初年度でもあり、

基本的に事務局中心での企画となりますが実行については各会員企業、及び関係団体の協力を

要請いたします。とりあえず 2016 年 10 月開催を目途に進めますが、結果により常設開催

の可能性の検討をします。 

① カンファレンスの企画・運営・開催（内容、対象顧客、場所、日時、費用計画等） 

② 新音展 2017 の事前プロモーションの一環としての検討と実施 

 

（6） 会員サービスの施策検討 

JAS ジャーナルオープン化に伴い、会員サービスが手薄になることもあり、別途強化策の

検討を進めます。 

 

以上 
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はじめに 

2016 年 3 月号の JAS ジャーナルに、「欧州のトーンマイスター教育について（1）」と題して、

ドイツのトーンマイスター教育や、その仕事の現状、ベルリン芸術大学の教育内容や実際の授業

についてレポートさせていただいたが、今回は、オーストリアとイギリスのトーンマイスター

教育についてと、前回も含めたこれらのまとめについてを寄稿させていただきたい。 

 

1. ウィーンのトーンマイスター教育 

オーストリアでは、ウィーン国立音楽大学（Universität für Musik und darstellende Kunst 

Wien）にトーンマイスターコースが設置されているが、本大学では作曲コースから派生してトーン

マイスターコースが設立されたのが特色である。その歴史は、1958 年に電子音楽スタジオが設置

されたところから始まり、1963 年に作曲・エレクトロアコースティック学部（Institut für 

Komposition und Elektroakustik）に、2 年間学びトーンマイスター認定書を取得するトーン

マイスター教育課程（Tonmeisterlehrgang）が設置された。その後、1997 年に 5 年間学び、

芸術修士 Magister der Künste（Mag.art.）の学位を授与するトーンマイスターコース

（Tonmeisterstudium）が設立され現在に至る。本コースには毎年約 10 名が入学し、現在約 50 名

の学生が在籍している。 

  

  

写真 1-4．ウィーン国立音楽大学 トーンマイスターコース 

欧州のトーンマイスター教育について（2）  

名古屋芸術大学 音楽文化創造学科 サウンドメディアコース 

長江 和哉 
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1.1. ウィーン国立音楽大学での教育内容 

オーストリアでも大学の教育制度改革により、多くの分野はバチェラーとマスターに変更されて

いるが、トーンマイスターは従来のままで、10 ゼメスター（5 年）を修め芸術修士 Magister der 

Künste（Master of Arts）が授与される。10ゼメスターは 2つの期にわけられ、第一期 4ゼメスター

（2 年）で基礎的内容を学び、第一期ディプロマ試験を経て、第二期 6 ゼメスター（3 年）で発展・

応用を学ぶ。第二期では 4 つの分野である、レコーディングエンジニア（Recording engineer 

producer, Music balance engineer）・サウンドディレクティング（PA/SR Sound director, 

Theatre/Live balance engineer）・フィルムとビデオ（Film balance engineer, Sound designer）・

ラジオ（Radio Producer, Broadcasting balance engineer）から専門を決め深く学ぶ。さらに、

大学で学んだ知識や技術に基づいてより実践的な知識を得るために行う 3 ヶ月のインターンシップに

取り組みながら、第二期ディプロマ試験を経て卒業する。 

カリキュラムは、芸術科目と必修科目に分けられており、第一期の芸術科目では、「サウンド

エンジニアリング理論」・「サウンドシステム論」・「スタジオテクニック」などを学ぶ。必修科目

では、器楽・歌唱・合唱などの「演奏表現」・「聴能形成」・「録音分析」・「音楽史」・「楽器学」・

「音響学」などを学び、第一期ディプロマ試験を受験する。その試験内容は、作曲や音楽理論に

関する基礎が備わっているかの記述・口述試験、録音技術分野では、電気やスタジオ技術について

の記述・口述試験、また、クラシック、Pop・Jazz を含む 3 つの音楽録音作品と、スタジオワ

ークの実践である。 

第二期の芸術科目は第一期間からの科目に加え「応用音楽とサウンドデザインの基礎」・「ジャズ理論

とアレンジメント」・「ポップアレンジメント・スタジオプロダクション」などを学ぶ。必修科目

では、「電子音楽の音楽理論」、「ジャズの聴能形成」、「騒音と環境」、「音響学」、「コミュニケーション

と行動トレーニング」、「経営管理とマーケティング」、「安全性と人間工学」、「ミュージシャンの

ための法学」などを学ぶ。 

第二期ディプロマ試験は、以下 4 つの専門分野ごとに決められた 6 つの内容より 6 作品以上の

作品を制作しながら、実技試験、卒業論文などに取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Sound Directing　　　サウンドディレクティング (PA/SR)

Film balance engineer, Sound designer

Film and Video フィルムとビデオ

Radio producer, Broadcasting balance engineerSound director, Theatre/Live balance engineer

Recording Engineer 　レコーディングエンジニア

Recording engineer producer, Music balance engineer

Radio ラジオ

オーケストラ  　弦楽や木管など室内楽

ピアノ   　声楽 

Pop・Jazzプロダクション 　ラジオドラマ

劇場プロダクション ミュージカル

コンサートSR  マルチメディア野外イベント

電子音楽のライブエレクトロニクス

パフォーマンスや会議イベント

映画   ドキュメンタリー

カートゥーンアニメ　　 TVコマーシャル

ビデオアート　  自身で選択した領域

音楽番組  ラジオ番組

ラジオドラマ  インタビュー／ルポルタージュ

ラジオコマーシャル ジングルのデザイン

第二期ディプロマ試験
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写真 5-8．ウィーン国立音楽大学と様々なスタジオ 

 

1.2. インタビュー 

2015 年 2 月、本コースに所属している日系ドイツ人の Philip Waldenberger ヒロシ・村山氏に

トーンマイスターコースを目指したきっかけと、現在どのようなことに取り組んでいるかについて

メールにてインタビューを行なった。 

 

Q． これまでに、どのような勉強をして、またなぜ、トーンマイスターコースに入学しましたか？ 

A． 学生のころはバンドで歌ったり、ギターやピアノを演奏していました。ドイツの高校である

ギムナジウムを卒業したあとは、音楽と録音に興味があったのでミュンヘンのドイツポップ

アカデミー（Deutsche Pop Akademie）に入学しました。その後、卒業してすぐに仕事を

始めることも考えていましたが、トーンマイスターコースを目指しました。私は大学に入らない

でも、今のような仕事はできると思っていますが、そのプレッシャーは高かっただろうなと思って

います。結果的に、大学に入っていろいろ勉強しながらエンジニアとして経験を積んでいく

道のほうが良いと思っています。現在はフリーランスでポップミュージックのプロデューサー

エンジニアをしていますが、大学に今年最後の論文を提出し卒業する予定です。 

 

Q． 実際にトーンマイスターコースで勉強した印象を教えてください。 

A． 音楽を理解するレベルを高めることができ、このようにフリーランスとして録音関連の仕事が

できるようになって、とても満足しています。また、AES Europe の Student Section の活動

を行うことで、世界中のエンジニア知り合うことができ、さまざまな考えに触れることが

できました。 
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Q． 第二期で学生が自身で選択する専門分野は、どのような割合になっていますか？ 

A． 約 50%がレコーディングエンジニア、約 18%が、サウンドティレクション、約 28%が映画と

ビデオ、ラジオは約 4%ほどではないでしょうか。 

  

Q． 現在はどのようなことに取り組んでいますか？ 

A． ウィーンの Soundbakery という音楽のレコーディングスタジオ働いています。このスタジオ

には、4 つのコントロールルームと 3 つの演奏スペースがあり、仲間のトーンマイスター8 人で

シェアしています。このスタジオでインディーズやメジャーアーティストをプロデュース

しながら録音したり、また、ライブサウンド（PA/SR）のエンジニアとして仕事したり、また、

アーティストのマネージメントもしています。 

 

Q． クラシック音楽フィールドというよりは、ポップミュージックフィールドで活動をしていますか？ 

A． 僕が目指している方向はポップです。トーンマイスターコースを卒業するとクラシックの

仕事もいろいろ入ってきます。もちろん、ウィーンではポップスもたくさんの仕事はあり

ますが、やはり、ウィーンはクラシック音楽の都ですので、これまで、何度もクラシック

分野の仕事をしています。 

 

Q． 現在の仕事をする際に、トーンマイスターに通っていてよかったと思う「エピソード」が

あれば教えてください。 

A． 現在フリーランスで仕事をしているので、大学で勉強した間にさまざまな経験ができた

ことと、その時に築くことができたネットワークがとても役立っています。やはり高い

レベルで 5 年間勉強したので、録音において何が大切なのかを理解することができました。

ただ、大事なところが勉強の内容になっているのかはまた別の話でありますが、勉強する

ほど何が大事なのか、また何が必要なのかがよくわかってくると思います。 

 

Q． これからどのような仕事にとりくんでいきたいですか？ 

A．この先はもっと日本とヨーロッパをつなぐ仕事もしたいと思っています。そのために今

日本のアーティストとも仕事をし始めています。 

 

  ありがとうございました。 

  

 

写真 9-10．ウィーン国立音楽大学 学生 Philip Waldenberger ヒロシ・村山氏 
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2. イギリスのトーンマイスター教育 

イギリスは、サリー大学（University of Surrey）に Music and Sound Recording （Tonmeister）

コースがあり、名称にトーンマイスターがつけられている。サリー大学は、1891 年にロンドンで

創立されたバタシー工科大学 （Battersea College of Technology）を前身とし、1966 年サリー州

ギルフォードに設置されたイギリス国立の生物・生命科学、技術工学、人文科学、物理化学などの

幅広い分野を持つ総合大学である。コース設立について、元々この大学には物理学・音響学の

コースと音楽の演奏コースがあり、1970 年にサウンドエンジニア・プロデューサーに必要なこの

2つの分野を結び付けたという背景があり、ドイツのトーンマイスター教育も参考にしつつ本コースが

設立されたとのことである。教育課程は Year 1 から 3 までの 3 年間であるが、Year 2 と 3 の間に

1 年のプロフェッショナル・トレーニング・イヤーに取り組むことになっているので通常計 4 年間

となり、音楽学士 Bachelor of Music もしくは、専攻により理学士 Bachelor of Science が授与

される。 

  

  

写真 11-14．サリー大学トーンマイスターコースのスタジオ 

 

2.1. サリー大学での教育内容 

ミュージック&サウンドレコーディング （トーンマイスター）コースは、Year 1 から 3 まで

を修め、卒業年次に取り組む内容によりバチェラー・オブ・ミュージック （Bachelor of Music 

with Honours, BMus） 、もしくはバチェラー・オブ・サイエンス （Bachelor of Science with 

Honours, BSc）が授与される。カリキュラムの概要について、Year 1では技術と音楽の基礎知識を
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確立し、Year 2 では技術と音楽について理解を深め応用力を養い、Year3 では卒業制作の制作・

卒業論文を執筆する内容となっている。各年次の詳細については以下となる。 

Year 1 の主要科目としては、「音響とコンピューターオーディオシステム」・「オーディオ技術と

録音技術」・「電気とオーディオ」など、音声処理の基礎を学び、音響機器をどのように操作すると、

音が発生・変化・録音され・再生されるかを知る。また、選択科目として、「音楽史」・「音楽家の

現実」・「トピックスタディ」・「演奏実技」より 2 つ以上を学び、音楽プロデューサーとして実際の

レコーディングセッションで必要となる和声や理論、スコアリーディングなどの基礎を勉強する。 

Year 2 の主要科目は、「オーディオラボラトリー」・「電気音響学」・「録音技術」・「サウンド

シンセシス（Sound Synthesis）」・「映像技術」など、オーディオ技術についてより深く学び、

その知識を実際の録音に応用できるように研究する。また、選択科目として、「演奏実技」・「作曲」・

「トピックスタディ」・「ミュージックプロジェクト」などから 2 つ以上を学びながら、学生自身

が興味をもったさまざまなジャンルの音楽の録音を計画し作品を制作する。 

Year 2 修了後は 1 年間のプロフェッショナル・トレーニング・イヤー（インターンシップ）に

取り組む。具体的には Abbey Road、Air Studio Lyndhurst などのレコーディングスタジオや、

Chandos Records といったクラシックレーベル、ドルビーやバング&オルフセンなどの音響関

連企業などで、そのチームの一員として責任ある仕事を経験しながら業界への糸口を掴んでいく。 

Year 3 の主要科目は、「録音作品制作」・「テクニカルプロジェクト」・「卒業論文」となっており、

これまでの勉強・研究の集大成として、クラシック音楽のセッション録音・ポップミュージック

のスタジオ録音・ライブロケーション録音の 3 作品以上を含んだ、録音作品制作を行いながら、

バチェラー・オブ・サイエンス専攻はテクニカルプロジェクトを、バチェラー・オブ・ミュージック

専攻は音楽情報学に関する論文に取り組む。また、選択科目としてオーディオエンジニアリング、

オーディオプログラミング、作曲、演奏実技などから 2 つ以上学ぶ内容となっている。 

学生は、1 学年約 25 人が入学し、3 学年で約 75 人が所属している。尚、「トーンマイスター」

という言葉について、イギリス国内ではサリー大学により 1996 年にトレードマーク登録（TM）

がなされている。 

 

サリー大学のホームページ 
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2.2. 授業訪問レポート サリー大学 

 授業の概要： 

2015 年 3 月 13 日 キャロライン・ヘイグ氏による授業「マイクロホンテクニック」を訪問し

見学した。1 年生 20 数名が受講する授業で、「スイッチャブル マイクロホンの仕組みについて」

をテーマに行われた。 

 授業の内容： 

ラージダイアフラムコンデンサーマイクの代名詞である、AKG C414 や Neumann U87 などの

スイッチで指向性が選択できるデュアル ダイアフラムマイクの仕組みについて実際にマイクに

触れながらその詳細について理解するという内容であった。指向性については、まず 2 枚の

単一指向性のダイアフラムがマイクの中にあることを理解し、その片方のみを使用する単一指向性、

単一指向性を正相に 2 つ組み合わせた無指向性、単一指向性の片方を逆相に 2 つ組み合わせた

双指向性を理解し、近接効果や背面特性についても知識を深めながら、マイクの中でどのような

回路が用いられ指向性を切り替えているかを研究する内容であった。 

まとめとしては、指向性のパターンや周波数特性のグラフも見比べ、C414とU87というマイクは、

似たようなスペックのマイクであるが、キャラクターは大きく異なる。U87 は、カーディオイド

パターンが狭いのでかぶりに強く、反面オフ軸になるとすぐに高域が減衰するが、音は C414 より

メロー。一方、C414 は、よいステレオイメージがとれるが高域がシャープで、空気の動きに

敏感でポップスクリーンが必要であるが、これらのどちらも、ボーカルでよく使用されるとい

う内容であった。 

  

   

写真 15-18．サリー大学での授業の様子 
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ベルリン芸術大学
Universität der Künste Berlin

チューリッヒ芸術大学
Zürcher Hochschule der Künste

デンマーク音楽アカデミー
Royal Danish Academy of Music

トーンマイスター
Tonmeister

サウンドレコーディング トーンマイスター 
Institute of Sound Recording (IoSR) Tonmeister

パリ国立高等音楽・舞踊学校
Conservatoire de Paris

サウンドエンジニアリング
LES MÉTIERS DU SON / Sound Engineering

ショパン音楽大学
Fryderyk Chopin University

サウンドエンジニアリング
Music Sound Engineering

ハーグ王立音楽院
Koninklijk Conservatorium Den Haag

アートオブサウンド
Art of Sound

デトモルト音楽大学
Hochschule für Musik Detmold

ウィーン国立音楽大学
Universität für Musik und            
  darstellende Kunst Wien

デュッセルドルフ・ロベルトシューマン音楽大学

Robert Schumann Hochschule Düsseldorf

ベルリン・ポピュラー芸術大学 

Hochschule der Populären Künste

音楽制作   オーディオデザイン

Musikproduktion  Audiodesign

音楽デザイン

Musikdesign

電気技術・サウンドエンジニア

Elektrotechnik-Toningenieur

トロッシンゲン音楽大学

Hochschule für Musik Trossingen

グラーツ芸術大学　

Kunstuniversität Graz

サリー大学
University of Surrey

ポツダム映画テレビ大学

Hochschule für Film und Fernsehen Potsdam

サウンド

Sound

音楽とメディア　 音と映像

Musik und Medien　 Ton und Bild

バーデン・ヴュルッテンベルク州立 
   フィルムアカデミー
Filmakademie Baden-Württemberg

映画メディア　 制作　 　　 映画音楽サウンドデザイン
Film + Medien　Produktion　Filmmusik + Sounddesign

ドイツトーンマイスター協会 (Verband Deutscher Tonmeister) webより

国から認められた教育機関で、音楽的な教育と共に音響技術・制作を学ぶコースの一覧

その他、欧州のトーンマイスター /サウンドプロデューサー・エンジニアリング教育の一覧

トーンマイスター
Erich-Thienhaus-Institut Tonmeisterstudium

トーンマイスター
Studiengang Tonmeister

トーンマイスター
Tonmeisterstudium

トーンマイスター 
Tonmeister

オーストリア

オーストリア

イギリス

フランス

オランダ

デンマーク

ポーランド

ドイツ

ドイツ

スイス

3. その他欧州のトーンマイスター教育 

 トーンマイスターの名称で設置されているのは、ドイツ・オーストリア・スイス・イギリス・

デンマークとなるが、同様の教育が、フランス、ポーランドではサウンドエンジニアリング、

オランダではアート・オブ・サウンドの名称で設置されている。また、その他さまざまな大学に、

電子音楽・応用音楽・応用科学・オーディオデザイン・映画やテレビの音を学ぶコースがある。

下の表はそれらについてまとめたものとなる。 
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4. まとめと今後の展望 

これまで日本では長い間、欧州のトーンマイスター教育のように、音楽大学の中で演奏、音楽的

知識とセンスと、録音・音響技術の知識と技能を身につける教育はなく、演奏や作曲分野は音楽系

大学で、音響技術分野は工科系大学や専門学校で学ぶという時代が続いたが、2000 年頃以降、様々な

音楽・芸術系大学にこれらを学ぶ環境が整ってきている。各大学の教員は、Audio Engineering 

Society 日本支部などによりつながりも増し、また、2013 年からは日本オーディオ協会が主催する

「学生の制作する音楽録音作品コンテスト」も行われており、教員や学生同士の交流も始まっている。 

一方、録音システムは従来とは比べものにならないほど、コンパクトかつハイクオリティで

低廉となり、さらに技術的なトラブルも少なくなり、以前からは考えられないほど成熟している。 

こういった中で、今後、音楽原盤制作や放送中継は、現在のスタッフより少人数でおこなうこと

となることが想像されるが、それらの制作を中心的に担うプロデューサーやエンジニアには、

従来にも増して音楽と技術の両方のスキルを兼ね揃えた人材が求められるのではと考えられる。 

そのためには、これらの教育が重要となり、音楽を理解するために、演奏能力と音楽基礎能力を

高めながら、録音と音響技術のスキルを磨き、音楽制作をプロデュースするところまでを学ぶ

実践的な教育を確立していくことが必要であると思う。 

今後、音楽のライブ体験以外のコンシュマーへの伝達の方法が、従来のパッケージからインター

ネット中継や配信にシフトしていくと考えられるが、ベルリンのトーンマイスター教育の例に

あるように、日本の教育の中でも、コンサートのライブ中継なども取り入れながら、これからの

日本の社会で求められるサウンドエンジニア・プロデューサー=トーンマイスターの教育を行って

いく必要があると考える。 

現在、デトモルト音楽大学では金井哲郎氏 、ベルリン芸術大学では杉浦真太朗氏、ウィーン

国立音楽大学では、Philip Waldenberger ヒロシ・村山氏が、トーンマイスターコースに在籍し

勉強に励んでいるので、今後、彼らが世界で活躍することを願いながら、日本でトーンマイスター

についての啓蒙活動をおこなっていくことについても期待をしている。 

最後に、今回の寄稿の機会を与えていただいた穴澤健明氏、ならびに一般社団法人  日本

オーディオ協会の皆様に深く感謝申し上げます。 

 

著者プロフィール： 

長江 和哉（ながえ かずや）- 名古屋芸術大学 音楽文化創造学科 サウンドメディアコース 准教授  

1996 年名古屋芸術大学音楽学部声楽科卒業後、録音スタジオ勤務、番組制作会社勤務等を経て、

2000 年に録音制作会社を設立。2006 年より名古屋芸術大学音楽学部音楽文化創造学科 専任講師、

2014年より准教授。2012 年 4 月から 1年間、名古屋芸術大学海外研究員としてドイツ・ベルリン

に滞在し、1949年からドイツの音楽大学で始まったトーンマイスターと呼ばれる、レコーディング

プロデューサーとバランスエンジニアの両方の能力を持ったスペシャリストを養成する教育に

ついて研究調査し、現地のトーンマイスターとも交流を持ちながら、室内楽からオーケストラ

までの様々な録音に参加した。AES（Audio Engineering Society）日本支部、VDT Verband 

Deutscher Tonmeister 会員 
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今年も恒例の『音の祭典』ハイエンドショーがミュンヘンの M.O.C で 5 月 5 日～9 日の 4 日間

開催された。今年第 35 回を迎えたこのハイエンドショー、会場スペースも昨年の 27,610m²から

28,610 m²と1,000 m²広くなり、また出展社数も506社から微増あるが518社に増えたことなど、

関係者はもちろん業界がこぞってこのショーを盛り上げてきたことがはっきりと伺える。 

  

ハイエンドショーが開催された M.O.C 会場（写真右）と会場内（写真左） 

 

毎回レポートしていることであるが、この

ショーの主催者ドイツ・ハイエンド協会が

ホテル業界や他の関連機関などと密接な連携

をはかりこのショーを盛り上げ、また世界中

のオーディオメーカーやプレスに対して徹底

した広報活動を行っていることが、今日世界

最大のオーディオショーの地位を獲得した要因

であることは間違いない。事実、ミュンヘン

市内の地下鉄の駅構内などでも、このショー

のポスターが掲げられていた（写真 1）。 

 

 

また、国内外のプレス関係に対してはショーの見所や新製品情報、各種講演などの詳細が逐一

配信され、事前準備や取材する上でも大きな助けとなっている。加えて、遠方から訪れる人のための

宿泊施設の特別価格斡旋、期間中空港や提携ホテルと会場間の定期無料バス運行などの便宜が図ら

れているのも嬉しいサービスだ。特に感心するのが無料で配布されるショー会場の案内マップや

ショーのハイライトなどを記載した 2 種の小冊子（High End Magazin）さらに有料（12 ユーロ）

High End 2016 in Munich 

 =第 35 回を迎えたハイエンドの新しいトレンド= 

〜アナログ復興とヘッドホン台頭にオーディオ活性化を期待する〜 

森 芳久 編集委員 

写真 1．主要地下鉄駅エスカレーターの壁に

貼られたハイエンドショーのポスター 

特集：ミュンヘン・ハイエンドショー 2016 
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で販売される本格的カタログなどが完備してい

ることである。この有料カタログは 464 ページ

もの分厚いもので、出展社名やブランド名、

また製品カテゴリーから出展ブースを検索でき

る他、今年の主な製品の情報や見どころなどが

満載されている。この一冊で今年のハイエンド

ショーの傾向を知ることができる貴重な資料で

ある（写真 2）。 

 

このハイエンドショーはこのところ年々盛況

で規模が大きくなり続け、今年も報道関係者数、

業界関係者数などは堅調に伸びたが、残念ながら

一般入場者数が昨年を 12%も下回る結果となり、

2014 年と同じ水準となった。トータル来場者数

もマイナス 6％と近年はじめて前年を割る結果

となった。会場内で見る限り昨年より来場者が

少ないという感じは無かったが、土日の午後の来場者の引きが例年より早かったという印象は

否めなかった。 

5 月 12 日には、ドイツ・ハイエンド協会より下記の来場者などの数字が発表された（表 1）。 

　　　2014年 　　　2015年 　　　2016年 　　前年比％

会場スペース        26,500m²        27,610m²        28,610m² 4%

出展社数 452 506 518 2%

報道関係者数 482 504 516 2%

業界関係来場者数 5,387 6,588 7,053 7%

一般来場者数 12,468 14,079 12,436 -12%

来場者数計 17,855 22,667 19,489 -6%
 

表 1．いつもながらこの来場者の数は 516名の報道関係者、2,945 名の出展社バッヂを持つ入場者の

数は含まれていない。また、この数字は第三者機関による厳正な数字であることを付け加えておく 

 

さて、今年の大きな傾向はアナログディスクの復興とダウンロードミュージックそしてポータブル

オーディオ／ヘッドホンの台頭である。それは今回のショーの頒布カタログやポスターにはっきりと

表されている。そこには、スピーカーを中心に、ヘッドホン（イヤホンを含む）、アナログプレーヤー、

ダウンロードミュージック、そしてハイレゾDACが描かれ、それらが今年の主役と位置づけられて

いるかのようだ。確かに、今年のハイエンドショーでは例年よりこれらのコンポーネントや製品

の数が増えているのに驚かされた。サウンドデモのプログラムソースの SA-CD／CD プレーヤーが

激減し、アナログディスク、そして PCによるダウンロードミュージックが主流となってきている。

写真 2．このショーのための頒布パンフレット

やカタログ。ポスターと同じコンセプト写真が

表紙を飾っているが、ここに描かれているコン

ポーネントがまさに今年のショーのトレンド

を物語っている 



 
 

 

 

36 

 

JAS Journal 2016 Vol.56 No.3（5 月号） 

このためか、多くのブースでアナログプレーヤーの新製品やサウンドデモに遭遇した。例年好評の

アナログディスク販売コーナーの出展も多くなり、今年はさらに賑わいをみせていた。さらに一昨年

より登場したオープンリールのアナログテープがあちらこちらのブースで使われ、また 2 トラック 

38cm/sテープの新譜が多くのレーベルから発売されていたのも興味深い現象であった。 

一方、ダウンロードミュージックそしてそれを手軽に楽しむためのポータブル DAP も増え、

高級ヘッドホン、イヤホンとの組み合わせで新しい高音質オーディオを楽しめる土壌が確実に

広がっているのが実感できた。同時にヘッドホンアンプやヘッドホン用 DAC、ヘッドホン用に

特化したフォノイコライザー組み込みアンプなどの新製品が数多く見られたのも今年の新しい

トレンドであった。またハイレゾ音源を楽しむための高性能 DAC が多くのメーカーから発売され、

128fs、さらに 256fs の DSD のサウンドデモが

来場者の関心を集めていた。 

残念ながらこの会場では、日本オーディオ協会

が推進しているハイレゾマークが日本メーカーの

製品以外にはほとんど見かけられず、来場者や

出展社に尋ねてもこの日本発のマークに対しての

反応は鈍いものであった。幸い、英国の

MERIDIAN がこのハイレゾマークを訴求して

くれていたのは心強いことであったが（写真 3）、

まだまだ世界に向けて日本オーディオ協会が働き

かけを強める必要があると痛感した次第である。 

  

このショーの会期は毎年キリストの昇天祭（ドイツでは祝日）から週末までの 4 日間とな

っている。今年は 5 月 5 日がその昇天祭となり暦では例年より早めの開催となった。このショー

の初日の入場者は業界関連者に限られ、一般の入場は 6 日から 8 日までの 3 日間となっている。

しかし、ショーは初日から熱気に溢れ開場前から列ができ、4 箇所のホールそれぞれのエントラ

ンス前は大勢の人々で賑わいを見せた（写真 4）。 

  

 

 

 

写真 3．日本オーディオ協会が推進するハイ

レゾマークもこのショーに登場している

が、残念ながらまだまだ認知度は低い 

写真 4．エントランス前は大勢の来場者で

賑わった 

写真 5．ハイエンド協会のプレスカンファレンス。

協会最高責任者、Kurt W. Hecker会長（左から 2人目）、

とBranko Glisovic理事長（左から 3 人目） 
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初日にはハイエンド協会のプレスカンファレンスが開催された。ここでも、新しいマーケット

である高音質のダウンロードミュージックやそれを聴く新しい機器の登場、ポータブル DAP や

ヘッドホンなどの台頭、そしてアナログ回帰など多様化するマーケットニーズに期待すると同時

にハイエンド協会としてもそれらをサポートしていく姿勢が熱く語られた（写真 5）。 

 

それでは今年のショーの特徴的なところをご紹介しよう。まず会場レイアウトであるが、1 階

フロアに Halle1 から Halle4 まで 4 部屋の大きなホールがあり、それぞれのホールにコマで分け

られた各社のブースが設けられている。ブース前の通路には ROLLING STONES WAY また

MILES DAVIS AVENUE など著名演奏家の名前が付けられ楽しさを演出している（写真 6）。

さらに個室と中央広場がある 3 つのアトリュームが 2 階と 3 階に設けられている。こちらの個室

では比較的大きな音でサウンドデモができること、また来場者もゆっくりと試聴できるため、

どこの部屋も満員となる盛況ぶりであった（写真 7）。 

  

写真 6．ホールの通路標識     写真 7．いつも盛況を誇る avantgarde のブース 

 

この数年ハイエンドショーでもアナログ回帰の声が強く聞かれていたが、今年は確かにアナログ

ディスクやアナログテープそしてそれらの機器を全面に打ち出してきたメーカーが多かった。

特に今年は超高級機種でなくてもアナログ関連の商品展示やデモが目立った（写真 8～11）  

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
写真 8．中級から高級機種まで数多くのライン

ナップを展示した Pro-Ject のブース 

写真 10．今年の目玉的なアナログ製品

が Audio-Technica の MC カートリッ

ジ AT-ART1000 だ。ネーミングもさる

ことながら巨大な展示模型からも同社

の意気込みが感じられる 
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写真 10．ナガオカの交換針やアナログディスク

関連のアクセサリーを扱う Tonar の Glenn 

Libgott 社長夫妻。昨年度は前年に比べ針と

ディスク関連ビジネスが倍増したとのこと。

彼は「アナログの魅力は一言でいえば暖炉を

囲むようなもの」と付け加えてくれた 

 

 

 

 

 

 

写真 11．もう一点風変わりなレコード

プ レ ー ヤ ー を 発 見 。 イ タ リ ア

Audiodeva 社の Atmo Sfera、その名

も”原子の球体”だ。三角形の台座に載

せられたターンテーブルの無いモータ

ーでレコード盤挟んで演奏する。設計

者のPaolo Caviglia氏によればターン

テーブルの共振が音に影響するのを

避けるためターンテーブルレスとした

とのこと。果たしてその成果は？ 

 

そして、今年も恒例のアナログディスクや高音質 SA-CD/CD の販売コーナーが賑わったが、

特にアナログディスク販売コーナーの数や規模が大きくなりアナログ回帰現象がここにも見られた。

（写真 12a, b）。 

  

写真 12a, b．今年も賑わいを見せたアナログディスク販売コーナー 
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アナログディスクの人気に合わせてアクセサリー関連も多く見られたが、特に今年はディスク

クリーナー製品が多く見られた（写真 13a, b） 

  

写真 13a, b．日本でもお馴染み米国 KLAUDIO 社のレコードクリーナーCLN-LP200（左）と

ドイツAUDIODESKSYSTEM GLASS のVINYL CLEANER（右）。どちらも超音波でレコード盤

をクリーニングする優れもの 

 

さらにアナログ復興はディスクだけではなく、アナログテープによるサウンドデモが増え、

またオーディオレーベルから続々とアナログテープのソフトが発売されるなど、今年は新しい

トレンドが誕生したと言っても良いだろう（写真 14～17）。 

   

  

 

写真 14．イタリアのオーディオ

レーベル fone からも 42 本もの

オープンテープソフトが販売され

ることになり注目を浴びていた 

写真 15．ANALOG AUDIO, INC ではアナログのオリジ

ナルテープからアナログコピーやハイレゾデジタル信号

への変換サービスを行うビジネスを始めた。同社 Leslie 

Brooks 社長（左）と Playback Design 社の Heinz-Peter 

Gerlach 氏。この Playback Design 社は業務用 DSD 録

音機 SONOMAを開発したAndreas Koch氏が社長を務

め、優れた A/D また D/A コンバーターを製造している 
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今や、ヘッドホン、イヤホンそしてヘッドホンアンプやポータブル DAP なども完全にハイ

エンドショーの市民権を得て、それらのブースには例年に増して活気にあふれていた。また会場

ホワイエにイヤホンの大きなポスターを掲げるところもあり、これらは完全に主要カテゴリーと

なってきたように思われた（写真 18a,b、写真 19a,b、写真 20、写真 21a,b）。 

  

写真 18a, b．大勢の試聴者で賑わうヘッドホンのブース 

  

写真 17．ここでもプログラムソースは

オープンテープだ 

写真 16．Hemiolia Records のオープン

テープ新譜展示とデモ 

写真 19a, b． 

会場ホワイエに掲げられた final の

ポスターと同社の新製品 LAB-2 を

熱心に聴く Polyhymnia Records の

レ コ ー デ ィ ン グ エ ン ジ ニ ア

Jean-Marie Geijsen 氏 
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写真 21a, b．ポータブル DAP では世界的に大きなシェアを持つ Astell&Kern。6 日の午後

そのブースでパーティーが開かれ、そこで新製品 Astell&Kern 特性ビールが振る舞われた。

これもショーの楽しみだ。社長 Henry さんの満面の笑顔がショーの大成功を物語る 

 

ハイエンドと冠するこのショーの王座は超弩級のハイエンド商品やスピーカーなどであることは

言うまでもない。今年もスピーカーなどに面白いものが見られた（写真 22、23）。 

  

 

写真 20．Questyle の新製品レファレンス

システム。上から電流型プリアンプ、

DSD/A コンバーター、電流型ヘッドホン

アンプ。同社の海外営業課長 Olina さん

をモデルにワンショット 

写真 22．自社開発のフルレンジユニットを

特徴とするドイツの VOXATIV。最近は真空

管アンプも手がけ、日本製のトランスを積ん

でいるようだ。シングルユニットならではの

端正な音に仕上がっていた 

写真 23．これもドイツの Kawero Classic

スピーカー。リボンツイターの音が魅力 
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写真 24．このショーで最も高品位の音を再現

していたのがドイツ MBL だ。フラッグ

シップモデルmbl 101 X-treme スピーカー

をレファレンスラインの巨大アンプで駆動、

その余裕のある音を聴かされるとやはり

オーディオはパワーだと思ってしまう。

ここでは演奏家自らが自分のディスクの

聴きどころを説明しながらサウンドデモを

している。写真はドイツのピアニストで

優れた録音ディスクをリリースしている

Martin Vatter 氏の MBL ブースに於ける

講演の模様 

 

  

 

一方、ハイレゾダウンロードミュージックに対応するストレージ機器や USB-DAC なども今年

は目立ってきていた（写真 25、写真 26、写真 27）。 

 

    

 

Martin Vatter 氏（http://www.martin-vatter.de/） 

写真 25．MELCOのMusic Store and 

Server、USB-DAC 

写真 26．Merging Technologies の

Native DSD DAC と技術セールス

担当の Chris Hollebone 氏 

写真 27．MYTEKブースで今井商事の今井社長を発見。

MANHATTAN IIの評判もなかなかとのこと 

http://www.martin-vatter.de/
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このハイエンドもここ数年は韓国メーカーが激増してきたが、SAMSUNG も登場（写真 28）。 

  

 

  

ドイツの大手ハイエンドメーカーBurmester のカーオーディオコーナー。ポルシェやブガッテイ

などの高級車に装着されたオーディオシステムは一聴に値する。昨年 8 月 Diter Burmester 社長の

訃報がハイエンド協会とオーディオ関係者に大きなショックを与えたが、Diter 氏の意思は今年も

素晴らしい新製品として会場を飾っていた（写真 29）。 

 

そして、今年の大サプライズは、元 MBL の創立者で優れた技術者 Wolfgang Meletzky 氏が開発

した超弩級の安定化電源ユニット STROMTANK だ。彼に久しぶりに会えたのも嬉しかったが、

彼がまた新しい技術開発に取り組んでいることに感動した。大型バッテリー内蔵の電源ユニットで、

ヨーロッパでは 6 月より発売予定で一台 32,000 ユーロ（約 400 万円）。既に日本にも輸出が決まった

とのこと、やはりオーディオは贅沢な趣味なのだ（写真 30）。 

   

 

  

写真 28．SAMAUNG が小さなブースな

がらホールの平場に登場 

写真 29．ポルシェに搭載された Burmester

のカーオーディオ 

写真 30．Wolfgang Meletzky 氏

開発の STROMTANK。 

120kg とその重さも超弩級だ 

写真 31．EAR/Yoshino Trading のブースの

Lyn Stanley さん 
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昨年の「音展」で日本にも多くのファンを獲得した Lyn Stanley さん。今年のハイエンドショー

にも登場し、あちらこちらのブースのサウンドデモに華を添えていた。この EAR のブースでは

彼女の LP アルバムの他、新作 Interludes のアナログテープのサウンドデモが行われ、彼女もまた

歌いだし観客が湧いたシーンも見られた（写真 31）。 

 

今回のショーで、アナログ復興を一過性のセンチメンタリズムではなく、その真の魅力を突き止め

加速していくことが必要だと感じることができた。同時にハイレゾのダウンロードミュージック

ソフトの充実と環境整備、さらに高級ヘッドホン／イヤホンとポータブル DAP により手軽に

高音質な再生ができる環境を作りあげ、新しいオーディオの道が拓いていくことがオーディオファン

を増やし、また業界の活性化に結びつくということを確信したショーであった。 

そして、このハイエンドショーにはオーディオの楽しみが溢れていて、ここに参加すること

自体が楽しく、またここで多くの仲間に出会うことができる場であり、ここは文字通り「祭りの場」

であるのだ。このショーに関しては次ページの井谷氏、山内氏からもレポートされているので

合わせてご覧いただければ幸いである。 

 

最後に、永年このショーで裏方と広報を務められ今回の取材にもご協力いただいた、ハイエンド

協会広報事務局長、Renate Paxa 嬢をご紹介し謝辞を表したい。また筆者プロフィール紹介を

兼ねてあえてツーショットの写真としたがお許しいただきたい（写真 32）。 

 

写真 32．Renate Paxa さんと筆者。 

腕に抱えているのは Renate さんから

頂いたドイツ・ハイエンド協会が制作

したサウンドデモ用 CD 
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昨年より1週間前倒しの開催で、ゴールデンウィークに重なった為か、日本から来訪者が増えた。

評論家の先生やオーディオ専門店の方々に限らず、国内展示会でよくお見かけする一般の方も

おられ、日本での High End の認知度が上がっていることを表している。“CES（Venetian）が

段々と地盤沈下しているのと対照的だ！”と言う方もおられ、それを示すように、世界中から

ディーラーやディストリビューターが、US からもライターが来ていた。今後益々プレゼンス

は上がると思われ、我々も本展示会の重要性を再認識した。 

 

全体を見学しての感想で、去年までとの違いは大きく、以下の 2 点。 

① アナログの復権が顕著 

 もちろんターンテーブルの出展メーカーも増えているが、ハイエンドメーカーでデモにアナログ

ソースを使用するケースも著しく増えていると感じた。詳しく調査してないが多分ハイレゾを

使うケースより多い。左は EAR の試聴室、右は Nagra の試聴室。 

  

 

② ヘッドフォン、及びヘッドフォンアンプの展示の増加 

High End 主催側もヘッドフォンを意識している模様で、HörBar というコーナーも設け、各社

ヘッドフォンの聞き比べ(シュートアウト)ができる様にしてあり、終始にぎわっていた。 

   

High End 2016 in Munich 出展社レポート 

パナソニック㈱ アプライアンス社 ホームエンターテインメント事業部 

井谷 哲也 

特集：ミュンヘン・ハイエンドショー 2016 
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会場を廻っていても、雨後のたけのこの如く、小さなヘッドフォンメーカーの出展が目に付いた。

もちろん大手の Sennheiser や STAX なども大きなブースを構えていた。 

    

 

【以下はメーカー別レポート】 

■ B&O Beolab90 

小さなブースだが、Beolab90 をスケルトンで展示し目を引いていた。ツイーター7 台、スコーカー   

7 台、ウーファー4 台の計 18 台のスピーカーを、300W 4ch×3、300W 2ch×1、1000W 1ch×4

の独立アンプで制御し、定在波補正や、サービス領域制御などを行っている。制御ボードには

Sharc 2 個と Marvell の CPU が載っていた。奥にしつらえた試聴室ではモード切替デモも実施。 

     

■ Naim Mu-So 

Mu-So（QB）の展示があるものの、CES や英国 Bristol の様に、内部構造展示やガンガン音を

出したりせずにあっさり目。一方Naimの各コンポーネント群は、内部構造まできっちりと訴求。

やはりドイツの市場にあわせた展示内容に徹している模様。 
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■ Pioneer 

単コン、マイクロ、新製品ワイヤレスオーディオなどを展示。ブース全体の照明を暗い目に

して落ち着いた雰囲気。 

下の写真は、新製品 AC-400。2.1ch オーディオシステム、スピーカーは全てワイヤレス接続。

Google Cast For Audio 対応 HDMI4入力付き。9-10月頃発売の予定で€1000-1200位とのこと。 

   

下の写真、左はこちらも秋予定の新製品 NC-500 CD, USB, NetWork, DAB+アンプ内臓。中央

はマイクロコンポ X-MS82D、写真では良くわからないが NC-500 同様に大型カラー液晶搭載。

右は 804D3 を使った単品コンポデモ。 

   

 

■ Denon / Marantz 

展示フロアのコーナーに位置する広目の部屋を使って商品展示、通路を挟んでその後ろの大き

な部屋で試聴、と日系メーカーでは最大規模のブースを構えていた。ここのブースで毎回感心す

るのは、展示を綺麗に見せるのに拘っているということで、部屋全体の照明から展示のスポット

まで丁寧に吟味され、全会場で一番綺麗に展示していると思う。ドイツ人の感覚とはちょっと違

うので、多分日本のサポートが大分影響しているのではないか？ 奥の Marantz の試聴室では、

同社欧州アンバサダーの Ken Ishiwata 氏のセッションが催されていた。技術説明・商品説明

なしで、淡々とソースをかけ、音楽がいかに素晴らしいかを語りかけていくスタイル。毎回多数

の試聴者が訪れており、セッション終了後もファンの方々から質問攻めにされていた。 

写真、左は 804D3 を使った Denon のデモ。右は Marantz 試聴室。 

   



 

 

 

 

48 

 

JAS Journal 2016 Vol.56 No.3（5 月号） 

 

■ ELAC 

新たに発表されたリファレンススピーカ“Concentro”を展示。ELAC は経営層が代わり、

多角化を進めだした模様。CES で発表されていた Discovery WifI Speaker や Music Server など

アンプ、エレキ系商品を展示。加えて、90 周年記念のターンテーブルも発表。ベルトドライブで

MDF 筐体。カラーバリエーションもあり。 

   

   

  

■ KEF 

昨年、Brade2 を大々的に聴かせていたが、今年はトーンダウンして、Egg / Muo などポータ

ブル系に注力。 

   

  

 
Egg              Muo 

Digtial Wireless Music System Wireless Music Speaker 
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■ OCTAVE 

日本でも有名な真空管アンプメーカー。Hi-Vi やステレオサウンド誌の受賞盾を多数陳列し、

日本のユーザーにアピール。ホフマン社長自ら最終日まで陣頭に立ち、対応されていた。 

   

 

■ Silbatone / GIP 

中国の真空管アンプメーカーと山形のスピーカメーカー GIP のコラボ。旧 Western サウンド

復刻を目指したモノで、古きよきビンテージサウンドを聴かせていた。私が訪れた時は Led 

Zeppelin を聴かせていたが、中々のモノだった。 

GIP は、以前フォスターのユニットも手がけていた日本のスピーカメーカー。地元山形は紙すき

の産業が盛んで、その技術を活かして独自のコーン紙を作り、15 年ほど前から Western 互換

ユニットを製造販売されているとのこと。意外なところで頑張っている日系メーカーである。 

   

 

■ TRIODE 

頑張っている日系メーカーのもう一つの例が、真空管アンプメーカーの TRIODE。山崎社長自

ら出張。法被を着て Japan ブランドを訴求されていた。TRIODE は山崎社長就任以来、着実に

海外でのプレゼンスを伸ばしている模様。 
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■ MELCO、スフォルツアート、SPEC、 

更にマニアックだが、こちらも日系のメーカー共同ブース。スフォルツアートは高級 Net Audio

の新興メーカー。SPEC は Pioneer の OB が作ったメーカーで、数年前のこの High End ショー

に出展し、ディジタルアンプで世界進出を果たし、最近は高級ターンテーブル等も手がけている。 

   

 

■ Axiss 

日本の輸入商社 Axiss の暖簾分け商社。主に日系の商品を輸出。AirTight も扱われ、何時もの

如く A&M 三浦社長以下で対応されていた。PhaseMation のカートリッジも輸出されている。 

 

■ Sibatec inc 

ほとんど個人でやっておられる様な代理店もある。Viiv （トーンアーム）など日本製品を

扱われている。写真左と中央は Axiss、右は Sibatec inc。 

   

 

【以下はターンテーブル関係】 

■ Project 

業界最大手の Project は広々とした空間でフルラインアップ展示。地域のレコード売り上げに

比例したプレーヤーの売り上げを目指しているが、欧米に比較すると日本での知名度はまだ低い。 
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■ Rega 

アンプで有名なメーカーだが、展示を見るとターンテーブルのラインアップも多い。€380 辺りの

普及機から、上は€6000 くらいまでを揃える。さすがに€380 はシェル部分が樹脂。 

写真中央は Queen Edition €500。 

   

 

■ Thorens 

ターンテーブル老舗の Thorens も健在。価格的には€1099～9999 と中高級機を揃える。日本・

US にも輸出されており、オールドマニアには魅力的なのかも。トーンアームも自社製で、独自

の低重心ウエイトを採用している。 

   

 

■ EMT 

こちらもターンテーブル老舗。プレーヤーや真空管式フォノイコライザー(写真左上段)などを

展示。どちらかというとビンテージっぽいところを狙っている模様。 
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■ Trans Rotor 

地元ドイツの高級ターンテーブルメーカーで、デモにここのプレーヤーを使っているブースも

多い。€2000 クラスから、上は€118000 まで、またプライス未定の高級機もあり。 

   

 

■ Acoustic Solid 

こちらも地元ドイツの高級ターンテーブルメーカーで日本にも輸入されている。Trans Rotor

よりは少し普及機寄りな感じで、やはり、ここをデモに使っているメーカーも多い。モーターは

ほぼ全機種同じものを用い、キャビとプラッタ代えで機種展開している模様。 

   

 

■ オーディオテクニカ 

高級 MC カートリッジ AT-AR1000、€5,200 の発表で注目さてれていた。国内発売は未定との

事。針のすぐ真下にコイルを配置するユニークな構造で、カンチレバーはボロン無垢。インピー

ダンス 3Ωで出力 0.2mV。PMC の小型スピーカーでの試聴なので条件は必ずしも良くないが、

高級 MC らしい高解像度な低音が再生されていた。写真右は 10 倍モックで、コイル構造、磁気

回路構造がよくわかる。 
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■ オルトフォン 

写真左は SPU の新モデルの SPU #1 S。€545 の戦略価格で注目されていた。日本で発売する

予定で、カムバックマニアを狙った商品。SPU でこの値段だと、古くからのマニアの触手が伸びる

のは必至か。 

        

 

■ ナガオカ 

英国 Bristol でのショーの時と同様、地元のディストリビューターTonar が展示。写真右は

JELCO のトーンアーム。 

   

 

■ EAT 

日本でも US でも良く見かけるプレーヤー。特徴があるメーカーではないが、トーンアームも

自社製。堅実な創りで信頼されている。 
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■ Reed 

日本でも昨年秋から Eilex が輸入開始した Reed は、ベルト・リムドライブ切り替え方式。

特にリムドライブ時の音質に定評があり 300万円を超える価格にもかかわらず、日本でもそれなりに

売れているとのこと。また同社のトーンアームはアジマス調整付きのユニークなものでこちらも

注目されている。写真中央はベルト・リムドライブ切り替えの模様、右はトーンアーム基部の

アジマス調整機構。 

   

 

■ TEAC 

普及機クラスではトップシェアとのこと。カラーバリエーション展示。 

        

 

■ Goldring 

Trans Rotorと共同でブースを構えていたカートリッジメーカーのGoldring。MCカートリッジの

コイル巻き実演をしていた。高級 MC の展示もあり。 
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■ ON G Pinto 

イタリアの G Pinto という会社の ON（Old Technology / New Technology の略）。真空管アンプ

搭載、アナログ入力、同軸・光入力、USB 入力つきターンテーブル。ターンテーブル自体はトイ

プレーヤー的だが、アームは Project 製とか。 

   

 

■ Acoustic Signature 

あまり聞かないメーカーだが、超ド級も含めラインアップも豊富で、トーンアームも自社で

揃えている。 

   

 

【その他トーンアーム関係】 

いくつかのガレージメーカーから、トーンアームに対する提案があった。主には二点で、一点目は、

トラッキングエラーへの対応。リニアトラッキングにするか、アーム 2 分割し、平行四辺形型の

メカでキャンセルするか。二点目は再生しながらアジマス調整ができる機構。最近アジマスを気に

する人が多く、特にテストディスクを再生させながらの調整が必要と言う。これからのトレンド

になるかもしれない。 

各社のトラッキングエラーキャンセルアーム 
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アジマス調整付きアーム（右）とリニアトラッキングアーム 

   

 

【その他 雑情報】 

会場には数店の新品・中古レコード屋が出店しているが、そのうち一店は日本からの中古品

専門店。そもそものカッティング条件が良いという理由と、日本のマニアは保存に気を使うと

いうことから、日本の中古レコードは人気の模様。レコードに帯が付くのも日本の特徴だが、

その帯も日本製の印として、マニアの間では受けているとか。なお、会場には、ここを含め数店

レコードショップがあり、日本では手に入れにくいディスクの在庫も多く、出張時の楽しみの

一つであるが、クレジットカードが使えないお店が多いので、行かれる時には注意されたい。 

     

 

下の写真左は Technics現地スタッフが中古レコード店から購入した旧 Technicsのデモレコード

セット。€600 でミント状態。右は昨年末にドイツで発刊されたアナログ専門誌 Mint。全世界的

にアナログ関係誌が増えている模様。創刊号で昨年 IFA での Technics ターンテーブル開発発表

が取り上げられている。公称発行部数は 45,000 とのこと。 
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【最後に】 

■ Technics 

会場エントランスに SL-1200 巨大広告を設置。頑張りました！ブースは昨年と同じ場所。

目立たなかった反省から屋根に Technics の看板を上げた。やはり SL-1200 の効果か、昨年に比べ

Technics の認知そのものはかなり進んでいる模様で、いつも人だかりしていた。今年の新製品

SL-1200, G30, T700, C500, C550 を中心に展示。 

   

   

 

昨年同様に奥に試聴室。今年は、SL-1200GAE、SU-G30、SB-C700 と、SC-C550、SB-C700

の 2 システムをデモ。ケーブルのシールドを DC72V に繋ぐ方式が流行っているらしく、試聴室

のシステムに導入。調達してきた現地の担当者曰く、「効果は絶大！」とのこと。写真中央が

スピーカーケーブルのシールド用、右がフォノケーブル用。 

   

 

やはり、SL-1200 の注目度が高く、熱心なお客様はデモの後も長時間説明員を質問攻めにして

いた。説明員達も自ずと気合が入り、試聴室内は会期中ずっと熱を帯びていた。 

また昨年同様、カップル・家族連れが目立ったのも日本の展示会と異なるところである。 
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この様なシャツを着て訪問されるファンの方々も多くおられ、どなたも説明員や受付嬢相手に、

嬉しそうに、熱く、”SL-1200 愛“を語られていたのが印象的。つくづく世界的に愛されていた

モデルであることを実感した。但し、受付の女性達は外部スタッフで知識が乏しく、彼らには

ちょっと引き気味であった。 

   

 

 

著者プロフィール 

井谷 哲也（いたに てつや） 

1980 年松下電器産業（現パナソニック）株式会社入社。 

CD プレーヤー、レーザーディスクプレーヤー、DVD プレーヤー、 

BD レコーダー等の商品開発を経て現職。 

 

現職： パナソニック㈱、アプライアンス社 

  ホームエンターテインメント事業部、 

  テクニクス事業推進室、チーフエンジニア。 
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ミュンヘンで毎年開催される世界最大のオーディオショーを見学してきましたので、その様子や

筆者が感じたことをレポートしたいと思います。弊社 D&M も会場にブースを構え出展する立場

であるため、自社ブースはもちろん他社のブースをみても全体的なレイアウトやディスプレイを

はじめブースの構成、演出といったところについ目がいってしまいます。ショー前日より会場入り

が出来たためブースの設営にも多少立ち会うことができましたので、その辺りや舞台裏にも少し

触れてみたいと思います。 

ショーは、5 月 5 日木曜から日曜まで 4 日間にわたり

開催されましたが、その準備や設営にも十分な時間が

必要です。弊社でも月曜から水曜まで 3 日間にわたり

ブースの設営を行ったとのこと、かなりこのショーの

ために力を注いでいるのがわかります。また日本の

ケースと比較してもいかに規模が大きいかがわかります。

それは他社も同様で、自社製品のプロモートはもちろん

ですが、いかにお客様にこのイベント（お祭りといって

よいかもしれません）を楽しんでもらうか最大限工夫

しているということを感じました。 

私は水曜日に会場入りしましたが、製品や什器などが

まだ会場のいたる所に積まれている状況で、出展社に

よっては仕上がるまで結構かかりそうだなと思うところ

も少なくなかったのですが、活気にあふれ、ある意味

舞台作りの楽しさというものも共感できました。 

さてショー本番ですが、全体的にはアナログプレーヤー

を始めとし、アームやカートリッジから

ディスククリーニングマシーンなど関

連商品も含めアナログの大人気という

のが実感です。 

プレーヤ一ひとつをとっても超ハイ

エンドの製品から、2～3 万円程度で

買えるものまで実に多様なのが面白い

ところで、歴史の古いメディアだけに

ユーザによる多種多様な楽しみ方が

定着していることが強みであるように

High End 2016 in Munich を見学して 

㈱ディーｱﾝﾄﾞエムホールディングス デノンサウンドマネージャー 

山内 慎一 

写真 2．植物がテーマのブースデザイン 

（audio technica） 

写真 1．設営段階の様子 

特集：ミュンヘン・ハイエンドショー 2016 
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も思えます。 

日本でもアナログは大変注目されていますが、音質的な魅力はもちろん、そのメカニカルな造形や

精巧なディテールが人を引き付けずにはいられないものを持っているからではないかと感じます。

一方、精密なたたずまいからポップアートのようなシンプルな造形まで、表現できる幅が広く一つの

カルチャーシンボルのようにも思えます。 

  

写真 3 - 4．アナログプレーヤー 

 

弊社 D&M においては会場内にある 4 つの最も大きいブースのひとつを使って DENON、marantz

を中心に展示やデモを行いました。 

marantz の新シリーズの紹介やデモ、また DENON では最近発売されたばかりの PMA/DCD2500 も

デモ致しました。写真にもあるようにブース内に部屋を模したスペースを設け、そこで実際に音出しも

するという趣向です。こういったオープンなスペースで実際に音出しをしてみると、お客さんに音質が

よく分かるぐらいまで調整するのは結構大変ですが、音響パネルの配置ひとつで随分音質が変わります。

写真のようにいくつかの音響パネルや、スピーカーのアレンジ、植物を使って等私自身調整に当たり

ました。また、ディスプレイに使うフラッグが側にあると音響的に閉塞感が生じますので移動したり、

とカットアンドトライです。 

 

写真 5．DENON PMA/DCD2500 デモスペース 
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また、マルチルーム対応の

ワイヤレスシステムとして

既に欧州等で展開している

HEOS も 日 常 の 様 々 な  

シチュエーションでの使われ

かたを想定し、デモを行って

いました。 

 

 

 

 

 

急ごしらえのショーでは先に述べた様な音響パネル関連は大活躍しているようです。他社のブースを

回ってみても、実に様々なデザインのルームトリートメントが施され、パネル類を部屋に調和させたり、

あるいは視覚的なひとつのアクセントになるようにデザインされ、見ていて楽しいものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 6．ワイヤレスシステム HEOS のデモスペース 

 

写真 7．ルームトリートメント例 1 

 

写真 8．ルームトリートメント例 2 
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こういった数々の試聴ルームでは、アナログと並んで、ネットワークプレーヤーを使ったファイル

ミュージック再生も非常に多く行われていました。日本での USB-DAC と少し異なり、欧州で

はタブレット等で簡単に操作できるネットワーク再生も盛んなようです。 

ショーではオーディオ機器や部品といった展示がもちろんメインですが、個人的にはアナログレコードの

ジャケットデザインを展示してあるスペースも興味深いものでした。ART VINYL という 12 インチの

レコードを収め壁にかける装飾品を扱っているメーカーが、2015 年の Best Art Vinyl として選定された

作品を中心にディスプレイしていたもので、これもまたアナログならではの楽しみのひとつです。

思わず気に入ったカバーはつい中身も聴いてたくなるもので、後でいくつか気に入った作品も見つけ

ることができました。 

   

写真 8‐9．ジャケットアート（Art Vinyl） 

 

ここに書いたことはあくまでショーのほんの一部分です。実際には、Car Audio もあれば、近年人気の

ヘッドフォン関連などありとあらゆるオーディオ製品を見聞きすることができます。人によっても

色々なショーの印象や感想があると思いますが、このようなオープンな場があることでオーディオの

楽しさをファンやメーカー問わず交流を満喫できるのは素晴らしいと思いました。 

 

筆者プロフィール 

山内 慎一（やまうち しんいち） 

1987 年入社、光ディスク関連の電気回路設計を経て、2015 年 1 月よりデノンサウンドマネージャー

を務める。 
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1. はじめに 

本誌をお読みの皆さまは、FOSTEX ブランドを、スピーカーユニット、スピーカーシステムの

メーカーとしてご存知の方が多いかもしれません。スピーカーにおいては 1949 年（昭和 24 年）の

創業より現在まで開発製造および販売を行っておりますが、1960年代よりヘッドホンを、1970 年代

後半より音楽制作、映画 TV 産業において使用されるテープレコーダー、デジタルレコーダーなど

電子機器を開発してまいりました。今回ご紹介する「HP-A4BL」は、FOSTEX ブランドの中でも

電子機器開発、ヘッドホン開発の系譜にある商品です。 

FOSTEX では、現在ほど「ハイレゾ」製品の多くなかった 2010 年より PC からより良い音源を

引き出し再生させるための「USB DAC(D/A コンバータ)・ヘッドホンアンプ」を HP-A シリーズ

として製品化し、まだ黎明期であった「ハイレゾ」市場形成の一旦を担ってまいりました。現在

まで USB DAC 機能を有した HP-A シリーズとしては、 

 気軽にハイレゾ音源を再生可能な「HP-A3」「HP-A4」「HP-A7」 

 コンシューマー製品としては最も早く DSD 再生を可能とした最上位機種「HP-A8」 

を発表してきました。今回は「HP-A4」をブラシュアップさせ、バランス駆動型ヘッドホンに

対応した「HP-A4BL」を紹介いたします。 

 

2. 製品コンセプト 

「HP-A4BL」は「バランス駆動型ヘッドホン」「11.2MHz DSD」といった高音質体験を手軽に

楽しめるよう開発いたしました。 

 バランス駆動型ヘッドホンに対応 

バランス駆動方式《ヘッドホンドライバーユニットの両端を 2 回路のアンプで互いに逆位相の

信号で駆動。スピーカーの BTL（Bridge Transformer Less）駆動と同じ原理》のヘッドホンは、

10 年以上前よりヘッドホン愛好家の間ではケーブル改造などによって存在していましたが、現在は

メーカー純正のバランス駆動型ヘッドホンが増えており、FOSTEX においてもケーブルを交換する

【連載：ハイレゾ機器解説 第 7 回】 

D/A コンバーター・ヘッドホンアンプ 『HP-A4BL』 のご紹介 
フォスター電機株式会社 フォステクスカンパニー 

山口 創司 
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事によりバランス接続が可能なヘッドホン「TH900mk2」「TH610」を発表しています。 

このようにバランス駆動型ヘッドホンが増えている状況のため、バランス駆動の利点である

「セパレーション/クロストークの改善」「スルーレートの向上」といった音質向上体験を気軽に

得られるようUSB DACの入門機である「HP-A4」にXLR (4極) バランス出力端子を装備しました。 

 

 24bit/192kHz リニア PCM オーディオ及び 11.2MHz DSD オーディオ再生に対応 

昨年よりハイレゾ音源配信の大手「e-onkyo music」から 11.2MHz の DSD タイトルの配信が

始まるなど、一般にも 11.2MHz の DSD ファイルが身近なものになりました。そこで最高峰である

ハイレゾファイルを手軽に再生出来るよう「HP-A4」から機能拡張し 11.2MHz の DSD ファイル

再生に対応いたしました。 

 

Windows および Mac OSX で動作するハイレゾ音源対応の弊社 USB DAC 製品専用の高音質

プレーヤーソフトウェア「Fostex Audio Player」(無償提供)と組み合わせて使用することでリニア

PCM や DSD などのハイレゾ音源を手軽に高音質で楽しむことが可能です。 

 

 低位相雑音高精度クリスタル（水晶発振器）を採用 

デジタル音源をアナログ変換する際の DAC の変換精度は、オーディオ機器のクロック周波数の

雑音特性（必要な周波数以外の余分な周波数成分）に依存します。手軽さを重視して開発されている

「HP-A4BL」ですが、機能面以外でのハイレゾ・オーディオ機器としての音質ブラシュアップと

して、動作クロックの「位相雑音」改善を施しています。クリスタルは、音質改善という観点で

積極的にオーディオ用クリスタル開発を進めている「日本電波工業株式会社」製 低位相雑音高精度

クリスタルを採用しました。 

筆者がクリスタルを変えての比較試聴をしたところ、ヘッドホンでの音質変化よりスピーカーを

試使用した LINE OUT の音質変化のほうがより顕著に変化を感じました（具体的にはサウンド
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ステージの広さや奥行き感） 

 音質とクロックの位相雑音の関係に関しては、日本電波工業株式会社様のホームページに「オ

ーディオと水晶の関係」という特設ページ（http://www.ndk.com/jp/ad/2013/001/index.html）が

ございます、詳しくはこちらを参照ください。 

 

3. 「HP-A4BL」接続方法の一例 

 

USB DAC である「HP-A4BL」は PC と USB で接続し使用するのが、いちばん手軽で一般的

ではありますが、音楽を聴くのに毎回 PC と DAC を USB ケーブルで接続する習慣が無くなって

しまった筆者は上記の様に、株式会社バッファロー社のデバイスサーバー機能に対応した「NAS：

LinkStation LS400 シリーズ」に「HP-A4BL」を接続し、離れた PC から Wi-Fi 経由で NAS を

コントロールし音楽を楽しむ環境を構築しました。詳しくはハイレゾ再生に積極的に取り組んで

いる株式会社バッファロー社ホームページ「USB オーディオを楽しもう USB-DAC を離れた

PC から再生する」（http://buffalo.jp/products/digitalkaden/audio/usb-dac/）を参照ください。 

  

4. HP-A4BL 主な仕様 

 

インターフェイス USB2.0 ハイスピード

・PCM：44.1 kHz、48 kHz、88.2 kHz、96 kHz、176.4 kHz、192 kHz

・DSD：2.8 MHz、5.6 MHz、11.2 MHz　※MacOSは5.6MHzまで

対応量子化ビット長 16、24 ビット

・Windows7/8/8.1/10 ※FOSTEX USB Audio Driverのインストールが必要です

・MacOSＸ10.6～

コネクター 角形オプティカル

フォーマット S/PDIF

対応サンプリング周波数 44.1 kHz、48 kHz、88.2 kHz、96 kHz、176.4kHz、192 kHz

対応量子化ビット長 16、24 ビット

＜入力＞

［USB］端子

対応サンプリング周波数

対応OS

［DIGITAL IN］端子

http://www.ndk.com/jp/ad/2013/001/index.html
http://buffalo.jp/products/digitalkaden/audio/usb-dac/
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筆者プロフィール 

山口 創司（やまぐち そうし） 

2002 年フォステクス技術部入社。主にデジタルレコーダー、ネットワークオーディオ製品の

回路設計、組込ソフトウエア、FPGA 開発に従事。2009 年より商品企画、販売促進業務に移動。

ヘッドホンアンプ・D/A コンバータ 複合機である HP-A シリーズ、iPod/iPhone 専用 DAC 

HP-P1、TH ヘッドホンシリーズを担当。日本オーディオ協会では「ネットワークオーディオ

委員会」の委員として委員会活動に参画。 

コネクター XLR-4pin

最大出力 300 mW 以上（32 Ω）

適合負荷インピーダンス 16 ～ 600 Ω

THD 0.04% 以下（at 1 kHz）

周波数特性 20 Hz ～ 80 kHz ± 3dB（32 Ω負荷、100 mW 出力時）

コネクター Φ 6.3 mm ステレオ標準ジャック

最大出力 150 mW 以上（32 Ω）

適合負荷インピーダンス 16 ～ 600 Ω

THD 0.04 % 以下（at 1 kHz）

周波数特性 20 Hz ～ 80 kHz ± 3 dB（32 Ω負荷、100 mW 出力時）

コネクター RCA ピンジャック

基準出力レベル 2Vrms（0 dBFS）

適合負荷インピーダンス 10 k Ω以上

THD 0.01 % 以下（at 1 kHz）

周波数特性 20 Hz ～ 80 kHz ± 3 dB（基準レベル）

コネクター 角形オプティカル

フォーマット S/PDIF

対応サンプリング周波数 44.1 kHz、48 kHz、88.2 kHz、96 kHz、176.4kHz、192 kHz

対応量子化ビット長 16、24 ビット

フォーマット FAT32

対応カード microSD カード（SDHC）、最大32 Gbyte

付属品 ACアダプター（× 1）、ゴム足（× 4）、USB ケーブル（1m× 1）

電源 DC12 V、付属のAC アダプター使用

外形寸法 150（幅）× 34（高さ、ゴム足含まず）× 157（ 奥行、突起物を含む）mm

質量 約630g

消費電力 4.2W

＜［microSD］カードスロット（ファームアップ専用）＞

＜一般＞

［PHONES BALANCED］端子

［PHONES UNBALANCED］端子

［OUTPUT］(L, R) 端子（アナログ出力端子）

［DIGITAL OUT］端子

＜出力＞
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 はじめに 

NH ラボは 2014 年に中島平太郎とソニーの卒業生で結成され、良い音作りを目的として

セミナーや試作品作りを行っております。当初１年を経過した頃、中島さんの「スピーカーを

作りたい」という発言に全員が賛同し、NH ラボ株式会社として本格的に良い音作りへ挑戦する

こととなりました。メンバーは、スピーカーやヘッドホンの研究・製作はもちろんのこと、木製

家具や模型・陶芸制作においてもプロ級の人がそろっており、前号にもありましたように「閃い

たら直ぐやる」という組織に長年在籍していたメンバーですので、思いついたらすぐ形にして、

皆で試聴を繰り返しております。 

さて、そんな組織に、ソニーの卒業生でもない私が一人紛れ込んでしまいました。当初はさほど

考えもなく参加したのですが、数回打ち合わせに出席していくうちに中島さんの人徳に魅かれて

不肖の弟子として仲間入りさせて頂きました。メンバーとは約 2 年のお付き合いになりますが、

同じ音屋でも経験の違いから、異なった音の聴き方をしており、お互いの認識の違いに驚き合う

ことがいまだにあります。本誌では先ず筆者の自己紹介をさせていただき、次に公共ホールの

建築音響設計と住宅の防音設計について、最後にスピーカーの音質改善に向けた実験結果を述べる

ことといたします。 

 

 自己紹介 

中学生のころからオーディオに興味を持ち始め、女性ながらポケットにワニグチクリップを

いれて秋葉原を歩きまわったのは理系女のはしりだったのかも知れません。その後オーディオは

設置する部屋の条件が大切という思いから大学は建築に進みました。大学卒業後は建築音響設計

コンサルタントとして約 15 年働きましたが、時代はバブルの真最中、北海道から九州まで飛行機・

新幹線と乗り継いで多目的ホールや音楽ホールの音響設計に駆けずりまわっておりました。様々な

経験に伴い知識も増え充実した日々を送っていたわけですが、コンサルタントという業務は絶えず

喋っており、入力された知識を打合せや現場で放出し、仕舞に入力が間に合わなくなり頭の中が

スカスカになっていくわけです。この状態が問題で幅を広げた新しい知識への渇望が強くなります。

音の世界は、音による現象は想定できても、原因が不明な現象が多くあります。勤務先が某技術

研究所の敷地内にあったことも影響し、音を基礎から学びたくなり、大学に戻ることにしました。 

大学では「これまでやってきた建築音響から研究課題を探すか、全く異なる補聴器の研究をす

るか？」と問われ、即「補聴器！」と答えました。理由は簡単、声のサンプルは入手の容易なこと。

現在、補聴器はメガネほど完成されておらず、対象とする音源は音声に限られ、音声を聞き取り

やすくすることが開発目標になっております。雑音抑圧処理や音声強調、話者識別など様々な

研究を行いました。音がディジタル信号となったことで、パソコンが一台あれば、座っていて

様々な実験ができます。分析や合成、試聴を繰り返し、信号処理の技術のみならず聴覚機構も学び、

【連載：NH ラボセミナーより 第 3 回】 

建築音響の現場とスピーカー音質に関する測定結果 

NH ラボ（株） 風間 道子 
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あっという間に 15 年。さてさてこの次はと思っていたところ、NH ラボにご縁をいただいたとい

う訳です。 

前置きが長くなりましたが、これまでの経験で得られた知見を少しご紹介させていただきます。 

 

1. 公共ホールの建築音響設計 

音楽ホールの建築音響設計といえば、反射材や吸音材を適切に配置し、残響時間や反射音到来

方向などの設計を通して音場作りと思われることでしょう。楽しいですね。音による現象は確かに

教科書に書かれている理論通りです。しかしこれはあくまでも物理現象を示すものであり、建築

音響設計は人間が介在して出来上がるものです。ここが建築音響の難しさといえます。 

建築音響設計で重要なものと問われたら、まずは建築基準法、次に資金と時間、そして騒音対策と

答えます。この 3 つの後に音場作りとなるわけです。コンサートに行って、「このホールは音が

悪い、誰が設計したのか・・・」という前に、諸般の事情をご理解いただきたく思います。 

まず、建築基準法。コンサートホールの響きを良くするため天井を高くしたいといっても、

北側射線を超えてまで高くすることはできません。建築基準法は「絶対」です。音響の計算ばかり

していると大学で学んだ建築法の解釈が薄れ、容積率を四捨五入して 60％としたところ上司に怒

られた経験があります。建築基準法では 59.999……%までです。 

次に資金。ホールは楽器だから無垢の木で作りたいと言っても、その前に立ちふさがるのが

建築基準法。公共の建物の天井・壁は不燃材でつくること。不燃の木材を使用するとなると

コストは跳ね上がります。例え内装に木材を使っても下地は鉄骨や軽鉄。よってどこのホール

でも軽鉄下地の音がしています。「Never say never」という言葉があります。「決してあきらめるな、

可能性はある」という励ましの言葉です。ほとんどの事柄にはこの言葉があてはまり、これは

「閃いたら直ぐにやれ」につながることでしょう。資金が無いからではなく、どこかに解答が

あるはずです。それを探すのがコンサルタントの仕事と言えるのでしょう。 

実施設計から施工に移ると資金面が本当にシビアになってきます。スピーカー作りと同じく

実施設計で 120%の音響設計をしておくと施工で生じた誤差を解決できるかもしれませんが、

あくまでもお施主様のお金。設計の段階から資金を削られたときの対処法として、音響設計上の

優先順位を付けておき、あらゆる場面を想定してどんぶり勘定はするようにしていました。そう

しないとスパナを持った現場監督に追われて、まだ天井の貼られていない客席天井裏を走り回り

ことになるかも・・・。 

資金と同じく時間も大切です。あわてて施工して音響的に良いことは一つもありません。音響

性能を重視する建物はとにかく隙間を作らない、施工上必要とされた隙間は必ず塞ぐ、音響的に

必要な隙間は塞がない、が鉄則ですが、これらは内装仕上げの裏の部分で完成時には見ることが

できません。音響工事は一般的な施工方法とは異なることから現場監理が大切なのですが、もし

工期が短いと・・・。工期を守ろうとするみんなの善意が悪い結果に繋がることもあります。 

そして騒音対策。ホールはプログラムや演奏者によって要求される音響条件は異なってきます。

しかしどのような演目でも喜ばれる共通した音響条件は「静かさ」だと思います。ホールの音質

評価は人によって異なりますが、うるささは共通認識になります。 
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騒音対策でもまた法律と資金の縛りが来ます。ホールの壁に空調設備のダクトが貫通するとき、

防火区画を貫通させることからダクト内にファイアーダンパーが取り付けられます。ダンパは空気の

流れを邪魔して風切り音を発生します。ダクトを太くして風速を下げれば風切り音の問題はなく

なりますが、建物構造上の制約やホール壁の遮音性能の低下の問題がでてきます。解決するには

ダクトの遮音性能を高めてさらに消音設備を付ける・・・、ようするに資金が必要となってくる

わけです。また作業性の悪い設計や工期の短いものは遮音性能の低下を招く恐れがでてきます。

これらをクリアして、やっと室内音響設計のスタートとなります。気持ちとしては音場を白紙

（無音）の状態にして、音色を付ける感じです。音色は混じるので黄色い素地に青を配色しても

色は濁るだけでしょう。 

次にホールの大まかな音響設計をご紹介します。図 1 はホールの断面図を表し、右側が舞台、

左側が客席になります。客席の壁・天井には音響上の役割があり、一般的な例を記入してあります。

前号「第 2 回 たまご形スピーカー」にもありましたように、建築の世界もデザイナー（意匠）が

一番強い訳で彼らのデザインを崩さないように、なるべく目立たないように、コチョコチョと

音響的配慮をお願いしていくわけです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1．ホール断面図の例 

 

客席の天井は舞台上の音源から、聴衆という吸音材の上を渡って減衰しながら届く直接音を

補強する役目があります。天井の対向面となる床は階段状で椅子や聴衆という吸音材で覆われる

ので、天井全面を反射材としてもフラッターエコーの心配はさほどありません。天井に傾斜を

付けて、客席中央から後方に音が届くように設計していきます。気を付けなくてはいけないのが

直接音と反射音の時間差。直接音が届いてから反射音が届くまでの時間差が 50 ミリ秒以上、

行路差で 17 m 以上あると人間は直接音と反射音を分離して 2 つの音として知覚します。いわゆる

エコーです。天井から届く反射音は直接音を補強する役割があるのですから、20～30 ミリ秒以内

の遅れ時間で届くようにしてあげたいものです。 
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客席の左右にある側壁は音を拡散させるようにします。側壁の対向面は側壁であることから、

両側壁を平行するとフラッターエコーが生じます。反射音が客席に届くように側壁を客席側に傾

けたがる設計者が多くおりますが、客席に届いた音は全て吸音されます。豊かな響きを求めるな

らば、乱反射を狙ったほうが心地よい響きとなるでしょう。 

客席後部の壁は吸音仕上げとします。これは舞台から出た音が後壁に反射して再び舞台に戻る、

ロングパスエコーという音の障害を防ぐためです。1,000 席程度のホールですと、舞台先端から

後壁までの距離は約 25m。舞台から出た音が後壁に反射して戻ってくるには、最短距離で 50m、

時間差で 147 ミリ秒。完全なエコーですね。 

さて、図 1に記入さている緑の丸はスピーカーの位置を示しています。天井につくのがプロセニアム

スピーカー。これは天井の役割と同様に客席中央から後部に向けて拡声音を与えます。プロセニアム

スピーカーのまわりには観客がいないので大音量でならすことが可能で、客席全体に豊かな音量を

あたえることができます。そうしたとき、前列の客席に座っている聴衆はどのように聞こえる

でしょうか？ 演奏者は舞台上にいるのに音は天井から聞こえ、違和感を覚えることでしょう。

客席前部の聴衆が聞きとる音像を舞台に戻すため、側壁にサイドスピーカー・舞台立ち上がり部に

フロントスピーカーが付けられます。いわゆる第一波面の法則（Haas 効果）により、ここでは

舞台上に音像が下がってきて視覚と聴覚が一致して自然になるわけです。なお客席中央から後ろに

かけては前方から音がくるわけですから、プロセニアムスピーカーだけでも不自然さはさほど

ないわけです。 

以上がホール音響設計の概略となります。実際は何百枚もの図面を舐めるように確認していく

作業です。ホールが完成すると、許す限り演奏会には足を運びました。反射音の到来方向やその

音質・配分を評価し、楽音の間では空調雑音を探し、余韻から残響の減衰特性を聞き取り・・・・・、

現役で建築音響設計をしていたときは演奏会を心から楽しめることはなかったように思います。

この癖がなくなるのに 10 年以上かかりました。  

建築音響設計の仕事をしていたというと、「どこのホールが一番良いですか？」「どの席が一番

良いですか？」と尋ねられます。しかしながら音場は演奏者が主で、ホール設計者が従の関係で、

良い演奏が素晴らしい音場を生み出すことになります。これはスピーカーの鳴りが録音に左右さ

れるのと似ているところがあります。違うのは、優秀な演奏者はホールに適した演奏をすると

いうことです。座席に関しては、目的や演目によると思います。リカルド・ムーティのファンである

筆者は一番前の席を取り、フルオーケストラの演奏音はまとまって聞こえませんが、ムーティ様

のお顔を拝めて大満足。ホセ・カレーラスの演奏会で、アンコールのときに前から 2～3 列目に

移動してみて、それまでの 15 列目とは全く違う、本当の生の声を聞き取ることができ、その麗しさ

に涙。コンサートに行くときは、良い演奏を選ぶだけでなく、それを楽しむ心を持っていくこと

を忘れずにしたいですね！ 

 

2. 防音室の音響設計 

皆様はリスニングルームの音響設計に興味があると思いますが、あえて防音室の音響設計と

しました。良く聞くジャンル、設置するオーディオ機器、部屋の広さなどで要求される音響特性

が異なり一概に述べることができないので、防音室の音響設計としました。 
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リスニングルームも公共ホールと同様で、聴取条件に関わらず、まずは室内を静かにさせ、

夜中でも楽しめるように遮音性能を高めることが大切です。リスニングルームは遮音性能を高めて

おき、後は自分の耳で確かめながら時間をかけて自分仕様に改良していけば良いと考えております。

不特定多数の人が利用するのではなく、個人のものですから、自分で育てていくのも楽しみの

一つでしょう。 

 

図 2．浮構造の例 

 

図 2 に浮構造を採用したリスニングルームの断面図を示します。浮構造は、15 年ほど前までは

地下鉄や航空機の影響を受ける公共施設で用いる特殊な建築手法でしたが、現在は木造一戸建てや

マンションの一室にも採用されております。浮構造は、音や振動が伝搬しないように建物本体の

内側に隙間をとって部屋を作ることから、部屋が狭くなること、積載荷重が大きくなるといった

問題が生じます。木造住宅の場合においては建築基準法で居室の天井の高さは 2.1m 以上であり、

床の積載荷重は 180kg/m²以下と想定されて構造計算されています。これを遵守しながら、木造の

建物でありながらコンクリート造と同等の遮音性能を実現させていきます。現在では本体の建築物

との隙間を壁・床は 25 mm、天井は 50 ｍｍ程度、壁・天井の下地材および内装材で 90 mm、

で浮構造を組み立てることが可能です。よって浮構造の室内は内法で最低 230 mm 狭くなります。 

浮構造を採用すると、出入口扉は 2重、窓は 3 重以上となってきます。そうすると部屋の機密性が

高くなるので換気設備は必需品です。また快適に過ごすには空調設備も必要となります。これらは

外部に対して穴をあけることになるので遮音性能の劣化に注意するとともに、メンテナンスを考慮

して配置することが大切です。浮構造内部の壁・天井の厚みは 40 mm 以上あります。電気配線や

照明なども施工前に配置をしっかり決めておかないと、後からの変更は困難であり、遮音性能の

劣化を生じさせます。 

最善の注意をはらって防音工事を行い、設計で意図した性能が得られても音漏れの問題が生じる

ことがあります。その原因の一つに、その建物や敷地環境の静かさがあります。高級マンションでは
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スタジオ並の静かな環境が実現されており、僅かな音漏れも明瞭に聞き分けてしまいます。冷蔵庫

やエアコン、自動車の騒音は静かになっていく傾向があります。それに対してオーディオ機器や

楽器の価値基準には、大きい音量が出せるということがあります。一般住宅の防音工事を行って

いると、暗騒音が適当に大きい環境であることを願ったりしてしまいます。不届きですよね！？ 

 

3. スピーカーの音質改善 

建築音響設計の経験を通して思うことは、重大な失敗は多数の小さな間違いが重なって生じる

ことが多いということ。遮音性能をギリギリに設計した壁に、コンセントが壁埋め込みされて、

空調ダクトの経路になって、断熱材と吸音材を間違えられて・・・・などが重なって、困った結果と

なることが多いです。これの逆のことがオーディオの世界にあると思います。良い音にするための

方法を一つずつ積み重ねていくことによって、自分好みの音が完成されていく。些細なことに拘る

オーディオマニアは、「気のせいじゃない？」「変わらないじゃない！」と揶揄されることがある

と思います。そこで、「それは気のせではなく、事実だ！」といえるための実験を行ってみました。 

図 3 はスピーカーキャビネットに充填する吸音材の種類が及ぼす影響を調べた実験結果です。

実験は 1,400 Hz に大きなディップがある周波数特性を持つスピーカーを作り、キャビネット内に

充填する吸音材をアクリル・ウール・コットン・シルク・グラスウール（白）に変化させ、その

ディップがどのように変化するか観測を行いました。結果は、アクリルを充填すると何も無い

状態と比核してディップは 5 dB 小さくなり、同様にコットン・ウールは 15 dB 、シルク・

グラスウール(白)は 25 dB 小さくなりました。同じ吸音材でも材料により 10 dB 以上の変化が

あり、これは音質に与える影響は大きいと想定されます。なんとなく値段に応じて良い音になって

いく感じがしますね。 

 

図 3．スピーカーキャビネット充填材の違いによる周波数特性変化 
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図 4 は、スピーカーを高さ 1,100 mm の本棚の上に設置して駆動したときに生じた箱鳴りと

両サイドの壁によるフラッターエコーを改善するために行った実験結果を示します。実験には

前号でご紹介したたまごスピーカーを用いました。実験はトーンバースト状の音を出し、その

減衰特性を確認しました。吊りスタンドを用いることによりスピーカーの振動が本棚に伝わり

にくくなり、その結果時間当たりの減衰量が大きくなりました。さらにカーテンを吊ることにより

フラッターエコーが改善されて減衰量がより大きくなりました。スピーカーの音の切れが良く

なっているといえます。試聴でもはっきりとわかり、努力が実ったことが実感できました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4．スピーカー設置手法および室条件による音の減衰変化（200Hz） 

 

図 5 はスピーカーの後ろに設置した吸音材の影響を観測した実験結果を示します。実験では

スピーカーを壁から 300 mm 離して設置しました。まず、スピーカーにトーンバースト状音源を

入力し、スピーカー正面中央から 100 mm 離れたところで収音した波形をこのスピーカーの基準

波形とし、このスピーカーの伝送特性と仮定します。スピーカー正面中央から真横方向に 200 mm 

離れた点で同様に、吸音体（グラスウール）有りおよび無しの状態で収音をします。これら 3 種類の信号

と入力信号の波形からそれ

ぞれの波形包絡を算出し、

入力信号の波形包絡との違

いを相関値で比較します。

スピーカーの背面壁からの

反射音がカラーレーション

などの波形歪みが生じさせ

ますが、吸音材を置くこと

によってその歪みが改善さ

れることが実験結果からわ

かりした。 

 

時間（sec） 

音
圧
レ
ベ
ル

 
(d

B
) 

吊りスタンド・カーテン有 

吊りスタンド・カーテン無 

台座 

カーテン無 

0                    0.1 

0 

 

 
-20 

 

 
 

-40 

 
 
 

-60 

図 5．スピーカー後壁面に設置したグラスウール（GW）の影響 
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図 6 に実験に用いた台座付きのたまごスピーカー・吊りスタンドおよび吸音体の写真を載せて

おきました。 

         

たまごスピーカーと台座     吊りスタンド          拡散吸音体 

図 6．実験に用いたスピーカーと各種材料 

 

 さいごに 

平成生まれの人は LP レコードを知らず、スピーカーで音を聞いたことが無いとは聞いてはおり

ましたが、先日学生に「ステレオ」を知らないと言われショックでした。ヘッドホンの L と R では

出てくる音が違うということはわかっていましたが・・・・・スピーカーで音を聞いた経験が無い

ならば音像という認識も無くて当然でしょうが、一寸寂しいですね。しかし音を楽しむという

気持ちは皆同じでしょうから、オーディオの世界はこれからも発展していくと信じて、様々な音を

試聴し、ワニグチクリップを片手に試行錯誤して良い音の追求をしていこうと考えております。 
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Ⅷ-1．はじめに 

前号では「ドイツ、オランダ、北欧のパイプオルガンに魅せられて」と題し、ヨーロッパでの

歴史的オルガンの PCM／デジタル録音活動について記した。本号では、「デジタル録音が社会に

インパクトを与えた事柄」と題し、まず世界最初の歌謡曲 PCM／デジタル録音での「美空ひばり」

について記し、本稿の後半では消えてしまった国「東ドイツ」でのデジタル録音について記す。 

 

Ⅷ-2．美空ひばりの世界最初の歌謡曲 PCM／デジタル録音 

1970 年に PCM／デジタル録音装置の開発に着手した時点で、歌謡曲の PCM／デジタル録音

は何が何でも美空ひばりで始めたいとの願望があり、録音装置が出来た暁には是非ということで

当時美空ひばりの担当ディレクターで飲み友達でもあった故森啓氏に録音の手配を依頼していた。

そして 1972 年 4 月に録音装置が完成しスメタナ弦楽四重奏団の録音が開始されるとその願望は

より強くなった。この頃、暴力団追放運動が起き、弟の起こした不祥事をきっかけに、弟と共演の

「美空ひばりショー」などへの公共施設の貸し出しを禁止する動きが始まり、家族との絆を尊ぶ

美空ひばりも心を痛めていた。そしてとうとう 1973 年 1 月 17 日に鹿児島県の鹿屋市、川内市、

名瀬市の 3 教育委員会が弟と共演の「美空ひばりショー」での公共施設の使用禁止を決定した。

これを皮切りにこの動きが全国に拡大した。 

この騒動の最中の 1973 年 1 月 19 日厚生年金会館で「美空ひばりストーリー・ワンマンショー」

が開催されニッポン放送が放送した。この録音が世界最初の歌謡曲 PCM／デジタル録音であり、そ

の録音は放送後 2 枚組のアナログレコード「美空ひばりオン・ステージ」が 1975 年 1 月 25 日に

発売された。この放送やレコードに記録された「悲しい酒」（石本美由紀作詞／古賀政男作曲

／佐々栄治編曲）は、1992 年 7 月に創立 40 周年を迎えた社団法人日本オーディオ協会設立記念

CD にも収められ、多くの方々に、この不世出の天才歌手の最盛期の美しい歌声とこの世のもの

とは思えない美空ひばりの悲しみの表現を感じ取っていただいた。この 1973 年の年末近くの 11

月 21 日には NHK が美空ひばりを第 24 回 NHK 紅白歌合戦に出演させないことを決定し、自

身が出演を楽しみにしていた紅白出演の可能性もこの時点で閉ざされた。 

この録音でのミキシングは、筆者の所属する録音部のエンジニアの大御所林正夫氏が担当し、

緊張感に満ちた観客の熱気にあおられつつ滞りなく完了した。巻末の参考資料に記載した美空ひばり

公式完全データブック永久保存版に、森ディレクターが美空ひばりの録音でのミキシングについて

記している。ミキサーは熟練した 3名の中から曲によってその中の 1 名を選び依頼したが、すべてに

信頼関係が構築されていたため、この人選に美空ひばり親子が口を出すことは 1 回もなかったと言う。 

当時のミキサーはプロであり、その作品の魅力を引き出すことのみを考えてジャンルによる好き

嫌いとは無縁な世界でミキシングを行っていた。林正夫氏は、前年 4 月のスメタナ弦楽四重奏団

による東京での世界最初の PCM／デジタル録音でもミキシングを担当した。 

【連載：一録音技術者の回顧録 ～アナログからデジタルへ～ 第 8 回】 

デジタル録音が社会にインパクトを与えた事柄 

日本オーディオ協会諮問委員 穴澤 健明 



 

 

 

 

76 

 

JAS Journal 2016 Vol.56 No.3（5 月号） 

この美空ひばりの公演が終わり、重い

録音機材を片付けていると、森ディレ

クターから楽屋に来いとの声がかかり、

何とかひばりさんを励まさなければと

思いつつ楽屋に行くと、森ディレクター

からの技術背景についての説明があっ

たようで、「今日は私のために新しい

技術を使った録音を行ってくれたので

すって、本当にありがとう。私も打ち

のめされないで元気になって頑張るか

ら、貴方がたも頑張って」と逆に美空

ひばりさんにはっぱをかけられたこと

を覚えている。その後、ひばりさんは

毅然として「弟をおろせというなら

美空ひばりは死にます。おかゆをすす

ってでも親子一緒に生きてゆきます。」

とマスコミの前で述べたという。この

百年に一人の天才歌手と共に仕事がで

きた喜びと互いに励ましあった経験は、その後の筆者の人生のなかでの最高の思い出であった。 

もっともっと生きていて欲しかったひばりさんは、残念ながら本稿の後半で述べるベルリンの

壁が崩れた 1989 年に死去された。享年 52 歳であった。 

 次は、同じ 1989年にベルリンの壁が壊れるまでの東ドイツでのPCM／デジタル録音について記そう。 

 

Ⅷ-3．東ドイツでのデジタル録音のはじまり 

1975 年の初夏、チェコ北部、ポーランドと東ドイツの国境に近い寒村ルチャニー村の教会に

重い機材を運び込み、東ヨーロッパ最初の PCM／デジタル録音をスメタナ弦楽四重奏団とスーク

トリオという最高の演奏者を得て開始すると、ある日二人の東ドイツからの来客を迎えた。東ドイツ

のレコード公社ドイッチェ・シャルプラッテンからの視察団であり、その中の一人は筆者が尊敬し

その後親友となるクラウス・シュトルーベンであった。彼は EMI の制作販売したカラヤン指揮

ワーグナー作曲の「ニュールンベルグのマイスタージンガー」ほか多くの名盤のドレスデンでの

録音を担当したトーンマイスター（ミキサー）であった。 

この日ルチャニー村の丘の上に立つ小さな教会で、チェコを代表するトーンマイスターの

クールハン、デンマークを代表しフランス、イタリー、北欧で活躍するヴィルモース、そして

東ドイツを代表するシュトルーベンと各国を代表するトーンマイスターが一堂に会したのである。

一人一人個性豊かな人たちでお互いを尊重はするがお互いに意見が合うような集団ではなかった。

若造であった筆者はその中で教えを乞う立場に徹したためか、すべての人たちとの親友関係を

構築することができ、良い作品良い演奏を最良の状態でデジタル録音するということに関しては

すべてのメンバーの意見が一致していた。その後の 10 年間に行った各地でのデジタル録音

写真1．1975年1月25日に発売された2枚組アナログ盤

「美空ひばりオン・ステージ」のジャケット 
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プロジェクトでこの関係が生きた。 

この前年 1974 年のパリとシュトットガルトでの西欧最初の PCM／デジタル録音には、フィリップス

レコードとポリドール／グラモフォンレコードからの技術視察団が録音会場を訪れていた。また

1977 年のニューヨークでのジャズ録音の際には、当時の CBS レコードからデジタル録音の実験を

行いたいので機材を貸してほしいという申し出があり、録音機材を CBS レコードのスタジオに

持ち込みテストを行って感謝されたこともある。一般にハード業界ではこのような場合秘密にし、

見学を断るのが常であったが、我々の態度は異なっていた。デジタル録音はこれまで改善できな

かった混変調歪を改善できるのであるから、アーティストに録音技術の重要さをまず理解をして

いただいた上でアーティストの生きている間に最良の状態ですぐれた作品、すぐれた演奏を録音

することこそが我々に責務と考えていたのである。言い換えれば原理は同じであるが、家庭用の

民生用ハードの世界でデジタル録音媒体とその再生機が一般化し普及するのは、記録媒体の容量と

通信の帯域と記録再生機の仕様が満足され、コストが大幅に低減される 10 年後、20 年後であろう

と考えていたのである。そして 10 年後に CD が普及し始め、20 年後に配信が始まり、秘密の

時代を経て、今では秘密にもならない世界にまで至っているのである。 

この東ドイツからの視察団の目的は、外貨不足で困っている東ドイツ政府の意向を反映して、

まずデジタル録音の状況を把握した上で、東ドイツに多数存在する優秀なオーケストラを貸し出し、

併せて録音作業の請負も行って外貨を得ることにあった。そしてこのルチャニーでの録音が終わった

ところで我々は一度西側に戻り、改めて彼らの招きで東ベルリンとドレスデンを訪問した。その

成果がその後の録音で生かされた。 

まずベルリンについて触れておこう。ベルリンは 1945 年 5 月にソ連軍によって解放され、

米軍がベルリンに入ったのはその 2 カ月後であった。ベルリンの解放の 2 週間後にはベルリン

フィルの演奏会が開催され、その背後には後にほころびを見せるが音楽と演劇の守護神役を

担ったソ連がいた。1955 年に東ベルリンのシンボルであったベルリン国立歌劇場が再建されたが

すべてが波乱含みであった。劇場の帝国時代に設置された看板をどうするかでもめ、復興公演を

担当するはずであったカルロス・クライバーの父親でナチスとの衝突の実績も持つ名指揮者

エーリッヒ・クライバーが音楽監督を辞任し、コンビチュニーが代役を担った。 

1961 年から西ベルリンとの経済格差等の山積する問題を一挙に解決するために悪名高き

ベルリンの壁の構築が始まった。この壁が構築される前は、ベルリン国立歌劇場のメンバーの半数は

西ベルリンに住み西のお札で給料が支払われていたが、壁の構築後西ベルリンに住むメンバーは

働く場を失い。西ドイツに演奏の場を求めた。その代わりに東ドイツの優秀な地方オーケストラ

のメンバーがベルリン国立歌劇場管弦楽団に職を得た。 

その後の紆余曲折を経て 1964年からは、オーストリア出身の若き指揮者オトマール・スイートナー

がこのベルリン国立歌劇場の音楽監督を 1990 年に引退するまで長期間務め、2010 年に 87 歳で

逝去した。彼は教育者としても尊敬の念を持たれウィーンで多くの若手指揮者を育てた。1971 年に

初来日し、日本でも多くの名演を披露し、1973年にはNHK交響楽団の名誉指揮者にもなっていた。 

その翌年の 1974 年に筆者は東西冷戦の最中のベルリンを訪問した。最近見た彼の息子の制作し

たドキュメンタリー番組の中で彼は語っていた。西側出身の彼が東ドイツの音楽監督という職を

得ると「悪魔と手を結んだ」と非難する親戚がいたと言う。また、彼は「社会主義やマルクス主
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義を信奉するか」と聞かれると、「私の知識は未熟だ から答える自信はない」としか答えようが

ないと語っている。この時代彼はドレスデン国立歌劇場管弦楽団とも名演を繰り返し、ローマ法

王や、バイロイトの演出家たちからも高い評価を得ていた。彼はまた「どうして東ドイツでは優

秀なオーケストラが育つのか」と聞かれると「物資もない中、その土地の住民がオーケストラを

大切にし、優遇したから」と答えている。このようにして外貨の稼げるオーケストラが揃うよ

うになったのである。もちろん彼は東ドイツ政府から特権待遇を受けていてオーストリアのパ

スポートで東西ベルリン、東西ドイツ、世界を自由に通行し、東ベルリンで指揮をした後、週

末は西ベルリンで恋人との時間を過ごし英気を養うなどの芸当も行っていたようである。 

 

Ⅷ-4．ベルリンでのスイートナーの録音 

 オトマール・スイートナー指揮ベルリン国立歌劇場管弦楽団のべートーヴェンの交響曲の全曲

録音は、1980 年から始まった。その録音風景を写真 2 に示す。その録音会場は、写真 3 に示す

東ベルリン郊外のベルリン・シェーネヴァイデのキリスト教会であった。写真 3 は、最近名古屋

芸術大学の長江先生に撮っていただいた写真であるが、郊外団地の中心広場に立つ集会場ならぬ

教会という風情である。 

この録音を今回聴きなおしてみるとスイートナーの演奏について多くの新発見があり、彼の

演奏のすばらしさ再認識した。彼の体調がすぐれない時に彼の意欲を喚起するための施策につ

いて東ドイツのプロデュサーと一緒に考えたこと、会場が東側の大きなアンテナの近くであった

ため東西冷戦が激化すると東側の妨害電波の出力が増大し、スイートナーの演奏の代わりに東

側の宣伝妨害放送がラインレベルで混入し、録音現場での録音系の一点アースの見直し、基板の改

修等の妨害電波混入回避対策に努力したこと、1981 年 8 月の交響曲第 7 番の録音から B&K

社のマイクロフォンを導入し、スイートナーのスケールの大きな音楽表現が収音できるように

なり音質が大幅に改善されたこと等を思い出す。 

 

写真 2．オトマール・スイートナー指揮ベルリン国立歌劇場管弦楽団

のべートーヴェンの交響曲の録音風景 
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スイートナーの子息が制作したドキュ

メンタリーにスイートナーの素晴らしい

コメントがあった。ウィーンの大学で

生徒を前にしてのことである。管楽器の

演奏が始まったところで演奏を止めて

音楽をぶちこわすなと言ったのである。

(音の大きな)管楽器の奏者が（音の小さな）

弦楽器のメロディーを聴かずに吹き始め

たら音楽は破壊される。音の大きな楽器

の奏者は音の小さな楽器の奏者の弾く

メロディーを注意深く聴くことが欠かせ

ない。 

過去の自分の指揮の映像を見た時の

ことである。指揮棒を大きく振りすぎて

いることが恥ずかしい。指揮棒は小さく

振ることが重要であり、目くばせも併用

すると良いと言うのである。最近の派手

な動作の指揮者には頭の痛い話である。 

 

 

当時のベルリンには世界で最も緊張感のある変わったモニタールームがあったことを付け加えて

おこう。ベルリンのブランデンブルグ門の横の壁に面して、東ドイツのレコード公社の事務所と

モニタールームがあった。2 つのモニタースピーカの中央にガラス窓があり、その向こうを

東ドイツ兵が巡回し、その向こうに壁、壁の所々にはサーチライトを装備した監視塔が建ち、

その向こうに西ベルリンで議事堂を修復する職人の顔が見えるという状況で、スイートナーの指揮

する「運命」を聴いた時の緊張感は格別であった。この事務所での深夜作業を終え外に出ると

サーチライトが集まり走れば撃たれるという緊張の瞬間も何度かあったことが思い出される。 

 

Ⅷ-5．ドレスデンでの録音 

ドレスデン駅のそばの公園の丘の上に立つルカ教会は、多くの名盤の録音が行われた類まれな

豊かな低音の響きを持つスタジオであった。その外観を写真 4 に示す。 

筆者がいたころの周りの車は 2 気筒のトラヴァントであったが、車が新しいので当時の写真では

ないことがわかる。名古屋芸術大学の長江先生の最近撮られた写真を借用させていただいた。

平日は、このルカ教会の内部はスタジオと化し写真 5 のような状態になっており、日曜日には

礼拝用の椅子が設置されルター派教会の礼拝が行われていた。 

写真3．録音会場；東ベルリン郊外のベルリン・

シェーネヴァイデのキリスト教会 
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写真 4．ドレスデンの丘の上に立つルカ教会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 5．ルカ教会内部での録音風景 

 

ここではヘルベルト・ブロムシュテット指揮ドレスデン・シュターツカペレの演奏による

R・シュトラウス：交響詩「ドンファン」、「ツァラトゥストラはかく語りき」（DENON レーベル

COCO-70417）、同じ演奏者による R・シュトラウス：交響詩「英雄の生涯」（DENON レーベル

COCO-70715 他の録音を行った。この時のモニタールーム内を写真 6 に示す。中央にスウェーデン

出身の名指揮者ヘルベルト・ブロムシュテットの姿が見える。その右には日本コロムビアの

ディレクター結城亨氏とエンジニアの山本薫氏の姿が見える。 
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写真 6．ドレスデンのルカ教会内のモニタールーム 

 

1974 年のドレスデン訪問時に丘の上のルカ教会から戦災で廃墟が並ぶ街の中央に行くと、

ドレスデンの伝統あるゼンパーオペラの残骸が目に飛び込んできた。そのうち再建するから残骸

の石を持ち去るなという看板の横で、冗談混じりにシュトリューベンにこのオペラハウスが再建

された暁には録音を担当させてほしいと頼んだことを覚えている。 

写真 7 に示すゼンパーオペラは、天才建築家ゼンパーが設計したドイツを代表する歌劇場で、

ヨーロッパ各地からか観光客が絶えなかったという。音が良いことから、ワーグナー、リヒヤルト・

シュトラウスも好ん

だ歌劇場であった。

ワーグナーに至って

はバイロイトに彼の

劇場を建てる時に、

ゼンパーに設計を依

頼しようとしたが、

当時お金に困ってい

たワーグナーは断念

せざるを得なかった

といういきさつがあ

った。多分ゼンパー

の設計料も高額であ

ったのであろう。 
写真 7．19 世紀のゼンパーオペラ（当時の観光絵葉書） 
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偶然、筆者が最初に訪問した翌年から再建のため

の調査が始まり、筆者は他の録音でドレスデン

を訪問するたびにゼンパーオペラの再建状況を

チェックしていた。最初の訪問から 10 年後の

1984 年に、ドレスデン爆撃の 40年後の 1985年

2月25日に再建記念公演を行うことが決まった

とのうわさを聞いた。DENON のドイツの販売

会社の協力を得てこの復興記念公演を収録する

ことになった。 

この収録は、映像はドレスデン放送局が撮り、

録音技術についてはバイロイトの録音や中継を

担当しているバイエルン放送の教えを請い、

DENON が機材を集め、最新の技術を導入した

収音を実現し、世界中に放送しろというのである。 

直ちに多数の B&K マイクを集め、舞台と

オーケストラピットの時間関係の乱れを補正する

タイムコヒーレントミキシングの実験に取り

掛かり、1984 年 12 月から現地での実験を開始

した。当時、筆者は他の業務も行っていたため

ドレスデンから日本に戻り、仲間の高橋幸夫氏

がシュトリューベン氏と共に担当し、1985 年 2 月 25 日にゼンパーオペラ復興記念の「魔弾の

射手」の公演が行われ、地味なオペラの中継でありながら西ドイツで 19%の視聴率を得た。この

ゼンパーオペラハウスの立面図と平面図を写真 8 に示す。 

この再建公演は写真 9 に示す Time 誌他を通じて全世界で報じられた。 

 

写真 9．ゼンパーオペラの復興を報じた Time 誌（February 25,1985） 

写真8．再建されたゼンパーオペラの立面図、平面図 
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Ⅷ-6．おわりに 

ゼンパーオペラの中継の準備にあたって何回も東西ドイツを行き来した。そのたびに車の

トランクの上にゼンパーオペラのポスターをかぶせておくと、検問所での荷物の検査はなく、

その代わりに「どうだった」との検問所係官の質問攻めにあった。東ドイツでは「東ドイツもなかな

かやるだろうということを西ドイツの人たちに伝えてくれ」と依頼され、西ドイツでは「東ドイ

ツなかなかやるな」と言われ、互いの尊敬の念「ミューチュアル・リスペクト （mutual respect）」

が生じていたのである。これこそが 4 年後の 1989 年のベルリンの壁の崩壊につながったと筆者

は考えている。 

ただこの復興記念公演では残念なこともあった。当時の東ドイツのトップは音楽家になろうかとも

考えたこともあると伝えられるホーネッカー第一書記であった。この音楽的才能に満ちたことに

なっているホーネッカー第一書記の意向だというもっぱらうわさだが、主役の選択に政治的思惑を

入れ、この記念公演の配役に問題点を生じさせたのである。もっとましな配役であればと思った

のは筆者ばかりではなかったのである。 

後日談もあった。ヨーロッパでの DENON の周知度が上昇したといった効果もあったが、

印象深かったのは、教えを請いに行ったバイロイトとバイエルン放送の幹部をドレスデンでの

復興記念公演に招待したところ、そのお礼にということでヴォルフガング・ワーグナーから

バイロイトでのゲネプロに招待され、御大のヴォルフガング・ワーグナー他数名のみで聴けた

ことである。すべての客席は勿論、オーケストラピットから楽屋まで自由に場所を選んで音を

聴くことができたので、ワーグナーが音で何を表現したかったかを自分の耳で体験出来た。演目

はジェームス・レヴァイン指揮のパルジファルであった。 

帰り際、バイロイトで録音したければ考えてあげるよとヴォルフガング・ワーグナーが言って

くれたのだが、日本に帰ってその言葉を信用し真剣に考える人は残念ながら誰もいなかった。 

このゼンパーオペラのプロジェクトの完了を機に、筆者も社命に依り録音の現場から退き、録

音現場作業を後輩に譲ることになった。 

次号では最近取り組んでいる事柄に関する実験の結果を報告させていただきたい。 
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 はじめに 

阿部 美春さんは、我が国のテープ録音機の権威と呼ばしていただく

のにふさわしい何名かの中のお一人である。 

生涯をかけて円盤録音機からテープ録音機の開発、製造、標準化、執筆

に取り組まれたオーソリティで、海外でも ‟Father of personal multi-

track recording in the audio engineering field“として知られている。 

2013 年 1 月 2 日に逝去（享年 81 歳）され 3 年になるが、執筆の最後

のお仕事として JAS ジャーナルに連載された「テープ録音機物語」が、

生前のご本人ならびにご家族の想いが実り、このたび単行本として出版

される運びとなった機会に阿部さんの業績の一端を振り返りたい。 

 

 「テープ録音機物語」の執筆 

2001年 10 月、オーディオ協会創立 50 周年記念事業として JASジャーナル特別号「オーディオの

世紀」が刊行されたが、より詳細に日本のオーディオの足跡を記録に残すため、電音、TEAC で

谷 勝馬さんと共に録音機器を手掛けられた阿部 美春さんにお願いして、2003 年 7 月号より 2004 年

5・6 月号まで 8 回連載で「国産円盤録音機物語」（全 58 ページ）を執筆いただいた。 

「テープ録音機物語」は、この姉妹編として、2004 年 7 月号の「その 1」から 2012 年 11 月号の

「その 66」まで、毎回読切り形式で合計約 500 頁を越える阿部さん渾身の力作である。 

病床での阿部さんは「その 66」に続いて「その 67」NR-dbx、「その 68」エルカセットとユニ

セット、「その 69」プロ用テープ録音機・アナログ、「その 70」プロ用テープ録音機・デジタル、

「その 71」セミプロ用マルチトラック録音機、「その 72」補足まで構想を練られており、阿部さんが

ミュージシャンにとって手軽に作品を制作できる録音機材、パーソナル MTR（通称パソレコ）や

Portastudio など、パーソナルレコーディング機器やガレージスタジオの道を開拓されたあたり

を是非とも書き残して頂きたかった。 

 

 円盤録音機の執筆をお願いしたのは 

 1931 年 3 月 31 日生れの阿部さんは東京理科大学に学び、1951 年に電音に入った。電音すな

わち株式会社 日本電音機製作所（略称デンオン、現デノン）は、1939 年 5 月に坪田 耕一さんが

谷 勝馬さんらを擁して設立した会社で、日本初の円盤式録音再生機 TPR-14-C などを開発し

1947 年に日本コロムビア系列となっていた。 

 私の上司であった日本ビクターの井上 敏也さん（元日本ビクター専務）が AES ジャーナルの

レコード 100 年記念号 (Vol.25, No.10/11, 1977) に“The Recording Industry in Japan”を寄稿

 【連載：Who’s Who ～オーディオのレジェンド～ 第 5 回】 

「テープ録音機物語」を遺した阿部 美春さん 

藤本 正熙 
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されたが、その中で NHK と電音が LP レコードの円盤式録音機、すなわちカッティングマシンを

開発し、このマシンを用いて 1953 年に日本ビクターがカッティングからプレスまで初めて国産化

した LP レコードを発売できたことを紹介している。 

その当時、日本ビクターと RCA ビクターの間では原盤契約があったものの、マスターテープ

の供給のみで LP レコードのカッティングからプレスまで製盤は自力で行なわざるを得なかった。 

このことが脳裏にあって、日本の録音機器の先達である坪田 耕一さんや谷 勝馬さんと当時か

らご一緒に仕事をされた阿部さんに、JAS ジャーナルに連載で「国産円盤録音機物語」の執筆を

お願いした。 

  

 LP カッティングレース 

阿部さんは、「国産円盤録音機物語（その 7）LP 録音機」

（JAS ジャーナル 2004 年 4 月号）の中で、国産初の LP

レコードの制作秘話を次のように書かれている。 

『1948 年、米国コロムビアによる LP レコードの発表から

3 年後の 1951 年 4 月、ようやく日本コロムビアが原盤と

レコード材料を輸入して国産初の LP レコードを発売した。

一方、日本ビクターは LPレコードの全工程を国産化する道を

選んでいた。 

たまたま、1953年 5月、NHK技研の公開日に展示されたLP録音機を日本ビクターの井上 敏也氏

が見て、早速製作者であるデンオンに発注すべく相談に来られたが、録音機としてはまだ試作品

でもあり、納期もだいぶ後になる。それならばNHK技研向けの録音機を借りて LPのカッティング

を行なえないものかと、その交渉が NHK 技研とデンオンに向けられた。公開日の後、仮縫いの

LP 録音機は再度デンオンの工場に戻ることになる。数ヶ月後のNHK 納入前、合間を縫って LP の

カッティングがデンオンの工場で行なわれることになった。 

まず、仮とはいえ、録音機の据付け土台をコンクリートで固めるところから始まった。当時、

デンオンの工場は北多摩郡三鷹町下連雀、まだ田舎ではあったが、近くを走る都道の交通量は無視

できず、騒音と振動を避けるため、夜中の決行と相なった。真夏の暑い夜で当時エアコンなんて

代物はなかった時代で、蚊取り線香を焚きながらの作業であった。 

日本ビクターからは井上 敏也他の 3 氏、デンオンサイドは坪田 耕一 常務取締役、谷 勝馬

研究試作課長の 2 氏と助手の阿部（筆者、当時設計課員）、計 6 名が関係することになった。作業が

夜中になるので、デンオン側の実務担当には若い筆者が駆出されたようなものである。 

この国内カッティングによる LP レコード第 1 号はハイフェッツのヴァイオリン演奏による

「スペイン交響曲」とコルトーのピアノ演奏による「別れのワルツ」である。ハイフェッツは

米国録音だが、コルトーは日本で録音した記念すべきアルバムであった。』 

 日本ビクターの LP レコード初回発売は 1953 年 10 月新譜で、12 吋盤のコルトー：ショパン

名曲集（LS-2001）と 10 吋盤のラロ：スペイン交響曲／ハイフェッツ他であったが、コルトーの

ショパン名曲集は、コルトーが来日した 1952 年 12 月に築地のビクタースタジオにおいて

マグネコーダーで録音されたもので、この録音現場にたまたま谷 勝馬さんも立ち会われており、

電音カッティングレース  R-28-0 

（国産円盤録音機物語より） 
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『コルトーがスタジオに入るなりぶっつけ本番で演奏された冷徹なプロ意識に谷さんが感心された』

と JAS ジャーナル 1994 年 12 月号の随想の中に記されている。この演奏が電音のカッティング

マシンで初の全工程国産化 LP となったのもご縁が深かったと言えよう。 

 

 阿部さんとテープ録音機 

 1949 年に NHK が米国マグネコード社 PT-6 型テープ録音機を放送用に導入し、東京通信工業

(現ソニー）も我が国初の市販用テープレコーダ G 形を発売し、テープ録音時代を迎えた。 

 PT-6 型をモデルとして NHK とともに業務用録音機の国産化に着手したのが東京通信工業と

日本電気音響（DENON、以下、電音）である。電音は 1951 年にポータブル型 R-26-F（NHK 型

番 PT-12）を NHK に納入した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1949年にはアンペックス社が据置き形の 300を発売し、これをモデルにNHKが国産化を図り、

電音が 1952 年に製作したのが R-28-P（NHK 型番 ST-13）で、1953 年には改良型 R-28-P2（NHK

型番 ST-14B）を製作している。（*写真は「テープ録音機物語」より転載） 

阿部さんも 1951 年に電音のこの現場に加わり、主として電気回路系の設計を担当され、

サービス、品質管理、標準化渉外など幅広い経験をされた。 

阿部さんが「テープ録音機物語」の中で記された一部から要約すると次のようなキャリアを

積まれている。 

『谷 勝馬さんは 1953 年、東京テレビ音響株式会社（後のティアックオーディオ）を設立したが

2 年後にヤマハに買収され、谷さんはヤマハの東京研究所長となり私も参加した。 

1956 年ごろ谷さんの弟の鞆馬さんが 3 モーター・3 ヘッド式を実現したステレオテープンデッキを

試作し、谷さんはこれを商品化するために東京電気音響株式会社（ティアック・TEAC）を 1956 年

12 月 24 日に設立したが、電音、ヤマハで設計をともにしていた私も呼ばれて 1957 年 4 月に

ティアックに移った。 

またこの時期に民生用として鞆馬さんが試作した TD-102 が発売された。定価は 59,000 円で

半年たっても一向に売れる様子がなかったが、駐留中のアメリカ人の目にとまり、さしもの在庫は

一掃され当初の予想（50 台）をはるかに超えて生産に追われるようになった。 

ティアックにまだサービス課がなかったときで、修理はもっぱら私が兼務し、米軍基地には

携帯形 R-26-F * コンソール形テープレコーダ R-28-P2 * 
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先方の都合もあって、夕方から出かけることが多くなった。帰りには将校クラブでご馳走になる

ことが多かった。殆どの症状が操作ミスによるもので、英語と筆談を交えて理解してもらうのに

結構時間を費やした。 

 ティアックの評判はアメリカ本土まで伝わり、ついには超高級テープレコーダーメーカー、

Concertone 社の社長が来訪し、月産 200 台の契約を交わしていった。このようにして TEAC は

アメリカの足がかりを得て、日本よりはむしろアメリカで評判の高い、オーディオマニアにとって

伝説的な会社に成長していく。』 

 以降、阿部さんはステレオテープデッキ、ステレオカセットデッキ等を開発しテープステレオ時代

の基礎を築く。1971 年からは音楽家用 MTR（マルチトラックレコーダー、TASCAM ブランド）

とミキサーの開発に着手、パーソナル MTR の基礎を作った。 

ティアックにおいての阿部さんは取締役オーディオ技術部長、同特機（TASCAM）常務取締役等

を歴任された。 

 

 標準化活動 

阿部さんは 1958 年頃の早い時期から磁気録音関連の標準化作業に参加されている。 

1968 年から 1973 年までは日本電子機械工業会（現電子情報技術産業協会（JEITA））のテープ

レコーダ技術委員長を務め、国際標準を制定する IEC SC-60A の会議に 1968 年以降、日本代表

メンバーの一員として参加、JIS の制定にも貢献した。 

第 1 回 SC-60A の会議は 1968 年 11 月 4 日から 1 週間ノルウエーのオスロ市で開催された。

日本からの代表は阿部さん一人で、『会議場の事務局に行き登録をすまし、テーブル上の関係書類を

ピックアップしたところ、20cm ほどの厚みになってしまった。初めて見る文書ばかりで、日本

には通産省工技院まで船便郵送であったため日本を発つ前には受け取ることができなかった。夕食は

簡単にすまして早々に部屋にもどり、全文書を読み終わったのが夜中の 2 時になってしまった。』

と「テープ録音機物語」の中で当時のご苦労話を披歴されている。 

これらの業績に対して、1989 年通産大臣賞、1994 年藍綬褒章、1998 年日本電子機械工業会功

労賞を受賞された。 

 

 パソレコ機器 

1970 年代の初め、米国で 4 チャンネルステレオ用のテープデッキが、ミュージシャン達に

よって自分の作品を売り込む目的での、マルチトラック録音用に利用されはじめた。 

ティアックは 4 チャンネルテープデッキにシンク機能をつけた A-3340 を 1971 年に開発し、

これを皮切りに品質や信頼性はプロ並みで、ミュージシャンが容易に使える価格の録音機材を

目標にした TASC（TEAC Audio System Corp.）という開発グループが開設され、TASC 製品の

マーケティングと販売を行う TASCAM（TASC America Corp.）が 1971年にアメリカで設立され、

次々にパーソナル MTR 関連の新商品を送り出した。 

1978 年には、コンパクトカセットを用い、シンク録音のできる 4 チャンネルデッキと 4 入力の

ミキサーを一体にした普及型のマルチトラックレコーダー144 形 Portastudio を発売し、パソレコ

あるいはガレージスタジオの普及に拍車をかけた。（** 写真は日本オーディオ協会編：オーディオ
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50 年史より転載） 

単身赴任で米国 TASCAM の技術担当副社長を務められていた阿部さんを、業界では敬意を込

めて「パーソナル MTR の父」と呼んだ。 

阿部さんのこれまでの磁気録音に関する功績に対して、1979 年 5 月、ロサンゼルスで開催

された第 63回AES（Audio Engineering Society）コンベンションでAESフェローシップAwardが

贈られた（*** 写真は JAS ジャーナル Vol.27,No.7/8 より）。私も同じくフェローシップの受賞で

同席させていただき、以降親しくお付き合いをさせていただくきっかけとなった。 

 

 

阿部さんは 1981 年に FOSTEX に転じ、録音機器部門を新設、副社長として 1991 年までパソレコ

の普及に努めた。1981年には主にカセット用テストテープを製造・販売するABEX（現ALMEDIO）

の設立にも参加されている。2000 年からは専ら執筆活動をされ、「テープ録音機物語」が完結

間近での遺稿となった。 

 

 むすび 

音楽制作現場のレコーダは 1970 年代後半の回転ヘッド型 PCM、1980 年代の固定ヘッド PCM

時代を経て、1990 年代後半からハードディスクレコーダ、DAW の時代へと大きく変貌したが、

阿部さん達が現場のニーズと技術進歩を先取りしたパーソナル MTR の開発は、その後に続く

録音システムのブレークスルーへの橋渡し役を務めるものであったと言えよう。 

EIAJ がテープレコーダの生産額統計をとり始めた 1953 年は約 6 億円の産業であったのが、

1981 年にピークを迎え約 7100 億円の産業となっており（EIAJ 編、電子工業 50 年史・資料篇・

1998 年）、阿部さんをはじめテープ録音機の時代を牽引された皆様のご努力に敬意を表したい。 

阿部さんには、永年にわたる磁気録音技術の開発・標準化・著作による啓蒙、業務用パーソナル

レコーディング機器開発と商品化における貢献に対して、2008 年に日本オーディオ協会賞が

贈られた。 

「テープ録音機物語」は阿部さんが膨大な資料を丹念に整理し、鋼線録音機から磁気テープ録音機、

オープンリールからカセットテープに至るまで、凡そ 100 年にわたる欧州、米国、日本における

録音技術と製品の流れを集大成されたものである。JAS ジャーナルでの連載時には「その 1」から

「その 14」まではジャーナルの印刷紙面に掲載されたが、「その 15」以降はネット配信で会員の

皆様に届けられた。これらが 1 冊になったこの機会に是非とも手元に置いて頂きたい。 

A-3340 ** 

 

144形Portastudio ** 
AES で McKnight 会長から

賞を受ける阿部さん *** 
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日本電気音響（電音）、TEAC 等で録音機器を

手掛けられた阿部美春さんが、JAS ジャーナル

2004 年 7 月号の「その 1」から 2012 年 11 月号

の「その 66」まで、毎回読切り形式の連載で合計

500 頁を越えて執筆された渾身の力作、「テープ

録音機物語」が単行本として出版されることにな

りました。 

阿部氏は日本の録音機のみならず、標準化活動

や画期的な新機種の開発などを通じて、世界の

録音機の発展に大変な貢献をされました。「テープ

録音機物語」には、磁気録音機に関する貴重な

知識・経験を残しておきたい、との氏の思いが

込められており「その 67」以降の構想も考えて

おられましたが、残念ながら 2013 年 1 月に逝去

され、まさに絶筆となってしまいました。JAS

ジャーナルでの連載をまとめて一冊の本にする

ことは、氏ならびにご家族の強い想いでありましたが、JAS としても微力ながら協力させて

いただくなかで、このたび書籍として完成をみた次第です。 

JAS ジャーナル連載時には「その 1」から「その 14」まではジャーナルの印刷紙面に掲載され、

「その 15」以降はネット配信で会員の皆様にお届けしました。連載記事をご愛読いただいた方も

多かったと思いますが、欧州、米国、日本における磁気録音の発明から鋼線録音機、磁気テープ

録音機（オープンリール、カセットテープ）に至るまで、録音技術と製品のおおよそ 100 年の

流れが集大成されており、技術の最前線で活躍された筆者の豊富な経験が、単なる技術史を超える

魅力を与えた読みごたえある一冊となりました。この機会にぜひお求めいただければと思います。

なお、「テープ録音機物語」の連載を阿部氏と二人三脚で推進された、日本オーディオ協会

元専務理事の藤本正熙氏から、阿部氏を偲んで「オーディオのレジェンド」の記事を本号に寄稿

いただいております。 

 

内容： 2016 年 6 月 11 日発売 B5 版 516 ページ 定価：12,500 円 

目次： 次ページをご参照ください。 

お求めの方法はこちらから 

 

 

阿部 美春さんの「テープ録音機物語」出版のお知らせ 

日本オーディオ協会事務局 

J A S  I n f o r m a t i o n  

http://www.jas-audio.or.jp/softs_cat/publishments
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阿部 美春著「テープ録音機物語」目次 
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平成27年度6回（平成28年3月度） 

理事会報告・運営会議報告 

 

 

 

 

 

 

理事会 議事 

 

2016年3月23日に平成27年度第6回理事会・

運営会議が理事12名、監事2 名と1名の理事代理

の方の出席のもと開催されました。 

 

1. 第1号議案：新会員の承認を求める件 

平成27年第5回（2月）理事会以降、平成28年

3月22日までの間に入会申請のあった、法人正会員

4社、並びに、個人正会員3名の入会が申請通り承認

されました。今回入会承認された法人正会員3社は

下記の通りです。 

・ ハーマンインターナショナル株式会社：アメリカ

合衆国コネチカット州スタンフォードに拠点を

もつ世界的なオーディオ企業の日本法人で今回

再入会。家電オーディオ製品の輸入販売、自動車

用インフォテイメント・オーディオシステムの開

発、営業と手がけており JBL など有名ブランド

を持つ。 

・ ASUS JAPAN株式会社：中華民国台北市に本社

を置くPCおよびPCパーツ、スマートフォン、

周機器製造企業の日本法人で輸出入業および販

売を行っている。ハイレゾオーディオをより普及

させるために、ロゴを自社対応製品に貼り、

プロモーションさせる為に入会を希望。 

・ 株式会社 SIX：株式会社博報堂（東京都港区）

がデジタル領域へ強みを持つ社内クリエイター

を集めデジタル領域やマス領域など次世代型

クリエイティブ開発の為立上げた新会社。ハイ

レゾ対応プロダクトを計画中。 

・ 株式会社デジオン：前身はワープロソフト一太郎

で有名なジャストシステムの福岡研究所でマルチ 

 

 

 

 

 

 

 

 

メディアに特化しスピンオフした企業。波形編集

アプリにてハイレゾ・ロゴを取得しハイレゾ市場へ

参入及びハイレゾ普及を進める予定。 

 

2. 第2号議案：平成28年度事業計画案と収支予算案

の承認を求める件 

① 事業計画案：配布資料を用いて校條会長

から説明されました。 

② 事業計画策定上の課題に対する考え方： 

・ 政府が 2017年に引き上げ表明している消費税率

に対応する為の会費見直し可否、正会員/賛助会員

と二つある会員区分の見直し、事業規模に対する

会費区分の適正性、についてそれぞれ検討して

いきます。 

・ 役員の在り方、役員選出基準について公正性/

責任性/的確性から再構築が必要と考えます。 

・ 中期事業計画を策定せず、当面ハイレゾ関連に

軸足を置き、定義問題整理、使用希望企業への

内外対応を含め、普及拡大に注力します。 

・ 「ハイレゾの拡大」「ライフスタイルの提案」

「地方展示会の展開」でのマーケティング視点、

「技術的提案強化」「カンファレンスでの啓発」

「ホームシアター分野」での技術視点、この二つ

の視点で市場創造を進めます。 

・ 理事会の強化を図り、さらに会員企業の協力を

得てマーケットデータ収集を進めます。 

③ 具体的事業を推進する組織体制について： 

・ 九つの委員会と三つの特別会議を下記のように

統廃合します。 

・ 「ヘッドホン試聴環境改善委員会」を「ヘッド 

J A S  I n f o r m a t i o n  
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ホン委員会」とし活動分野を拡大します。 

・ 「ネットワーク・オーディオ委員会」に紐づけた

ハイレゾ関係を特別会議へ移行します。 

・ 「AV環境改善講座委員会」を廃止し特別会議へ

一部移行します。 

・ 「音の日委員会」「JAS ジャーナル編集委員会」

「展示会実行委員会」「音のサロン委員会」

「カーオーディオ専門委員会」「良い音委員会」

は継続します。 

・ 特別会議「ハイレゾ推進会議」でハイレゾ事項

は一本化し定義検討や内外対応を行います。 

・ 特別会議「マーケティング会議」にAVマーケ

ティング研究会を兼務しホームシアター市場の

研究、セミナーの企画開催、併せて旧講座の

ライセンス管理も行います。 

・ 特別会議「組織・財政会議」の継続 

④ 収支予算案：事務局から下記の通り平成

27 年度見込み、及び、平成 28 年度予算

案が説明されました。 

・ 平成27年度の一般会計収支見込み：ハイレゾ関係

での新規入会企業増による収入増があり、事務

局職員入れ替えに伴う人件費とweb改定制作費

が支出増となったが、収支は 150 万円の黒字を

確保しました。 

・ 平成28年度予算案：会費収入は退会企業を想定

し慎重に読み前年度－200万円に設定し、支出は

ハイレゾを中心として普及啓発を厚くし最終的

に30万円の黒字になる計画です。 

その後、各理事により意見交換、討議がなされ平成

28 年度事業計画案と収支予算案はともに承認され

ました。 

 

3. 第3号議案：役員推薦委員会に関する報告の概要 

・ 役員推薦委員会事務局（相澤監事）より3月4日

開催の会議結果が報告されました。 

・ 役員推薦候補名を平成28年度一回目の理事会に

提案します。 

 

 

運営会議 議事 

 

1. 展示会についての確認：校條会長から下記の通り

説明されました。 

・ 2017年 5月開催予定の東京国際フォーラム・

ガラス棟見取り図と現段階で考えられる全展示

部屋の出展費用一覧について説明しました。 

・ 理事企業は出展マストで考えて頂き、自社出展

が不可能な場合でも応分の費用負担の検討を

お願いします。 

・ パナソニック小川理子理事、ソニー小川功一理事、

パイオニア蒲生宣親理事、ヤマハ猿谷徹理事から、

それぞれ出展参加への力強い決意が述べられ

ました。 

2. ハイレゾ・ロゴに関する報告：事務局から説明

された主な概要は下記の通りです。 

・ ハイレゾ・ロゴは67社から520に上るモデルが

登録されています。 

・ ロゴ規定見直を行う「ハイレゾ幹事会」を

「ハイレゾ推進会議」に名称変更し活動します。 

・ ハイレゾ・ロゴの普及に向け昨年度協会と

パートナーシップ契約を結んだCTAの米国外の

新会員募集中止に伴い、直接協会へ海外からの

問い合わせが急増しており、 CTA の

International Affiliate Membership制度を

踏襲し、協会が海外ロゴ賛助会員(仮)を新設し

運営対応するために、法律事務所を交えて慎重

に準備を進めていきます。 

 




